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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。



























この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城は二重の堀ほりに囲まれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　強固な結界領域であっても、出入りに特別な許可は必要ないが、二つの堀を越えるには橋を渡らなければならない。橋にはそれぞれに門が設もうけられ、すべての門は二十四時間態勢で複数の番人によって守られている。

　帝都でもっとも安全に過ごせる場所である帝都城公園北部には、次世代を担になうだろう優秀な子供たちが勉学に励はげむ、帝都一偏へん差さ値ちの高い中学校と高校、大学、そして中高一いつ貫かん教育の歴史ある女子学校がある。

　外出時に制服の着用が義務づけられている帝都では、どこの子供がどの学校に通っているのか、聞くまでもない。帝都城公園にある名門学校に通う子供たちは、色々な人から大切に扱あつかわれている。

　どこで何をしていても、他の人よりも注目されやすいのはよくわかっているので、名門学校に通う子供たちは、常に自分の行動に注意している。




「あの本の返へん却きやく期限って、明後日あさつてじゃなかったっけ？」

　授業を終えて帝都学園高等部を出た蒼そう司し朗ろうは、一緒に帝都図書館へ向かう清きよ志し朗ろうの用事が、図書の返却のためだと聞いて首を傾かしげた。

「明後日もオレ、帝都大学で講こう義ぎを受けるよ。返却だけなら、オレが行くのに」

　帝都図書館は、帝都学園高等部から帝都大学へ向かう途中にある。寄り道だが、そんなに手間と時間がかかるわけではない。たとえ急いでいるときでも、返却カウンターではなく、常設の返却ポストを利用することもできる。

「あ、何か別の本を借りるの？」

「返しに行くだけだよ。自分のことは自分でしないと」

「えぇー？　オレ、清ちゃんに色々助けてもらってるのに」

　帝都城奥庭のお庭番であり、高校生、実家の望もち月づき造ぞう園えんの見習い庭師で、神官候補生でもある蒼司朗は、自分の都つ合ごうだけでなく、あれこれと忙いそがしい。

　清志朗が気を配くばってくれているおかげで、学校の勉強や同級生たちとの人間関係、望月造園での仕事も、とてもうまくいっている。蒼司朗は自分が助けてもらっているように、清志朗のことも助けたい。




「？　ミギャ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　制服や身体からだのあちこちに機き嫌げんよくくっついていたピヨ四し神じんが、むうっと不満そうな蒼司朗を、目をぱちくりさせながら見上げる。

（怒ったとかじゃないよ）

　お世話係である蒼司朗の気分や機嫌に、ピヨ四神は敏びん感かんに反応する。蒼司朗は内心苦笑して、ピヨ四神を順番にそっと撫なでて宥なだめた。




　お互いに助けあうのが当然だという、蒼司朗の考えは、清志朗にもわかっている。

「蒼くんに頼りたくない、とかじゃないよ。ただ、蒼くんは予定していないことに巻きこまれることが、すごく多いよね。僕の本を返しに行こうとしていても、それより優先させないといけないことが起こるかもしれない」

　たとえば、帝みかどや若様の身に危険が及およびそうなことや、事件に遭そう遇ぐうしてしまったら、図書館の本の返却どころではない。

「たまたま都合が悪くなって、返却日に返せなくなったとき、蒼くんの借りた本なら仕方ないって思ってもらえるだろうけど、僕が借りた本じゃ、そうはいかないんじゃないかな」

　仲のいい従い兄と弟こで、蒼司朗が自ら引き受けたことだとしても、帝都城奥庭のお庭番様を扱こき使っていると見る人はいるだろう。

（清ちゃんが悪く言われるんだ……）

　蒼司朗には、そこまで考えが及ばなかった。真ま面じ目めで品行方正、幼おさないころから積み重ねた努力が認められて、皆みなに信頼されている清志朗の評判が下がるようなことは嫌いやだ。

「ごめん、オレ……！」

　詫わびようとする蒼司朗に、清志朗は優しい笑顔を向ける。

「朝、帝都神社へ行く前に、僕一人で本を返しに行くこともできるけど、僕は蒼くんと一緒に、図書館に────」

　不意に言葉が途と切ぎれ、どうしたのだろうかと蒼司朗は横を歩いている清志朗を見上げた。

「清ちゃん？」

「ちょっとごめん、蒼くん」

　厳きびしい表情で蒼司朗の向こうを見つめていた清志朗は、そちらに何があるのかと、振り返ろうとした蒼司朗へ手を伸ばす。

「騒さわがないで」

「え？」

　何がどうしたのか、わけがわからないまま、清志朗に口を塞ふさがれた蒼司朗は、歩いていた遊歩道から一番近い木の陰かげへと引きずりこまれ、しゃがまされた。反はん射しや的てきに抵てい抗こうしそうになったが、相手が清志朗なので、蒼司朗はされるがままになって堪こらえる。

「ミギャッ！」

「キャオ」

「ピッ」

「「（しゃー）」」

　ぐいっと急に動いた視界に驚き、くっついていたピヨ四神が鳴き声をあげた。

（落ちついてー！）

　蒼司朗は慌あわてて宥めたが、霊れい力りよくのない清志朗にピヨ四神の鳴き声は聞こえない。

　木こ立だちの向こう側の、少し離れた遊歩道から見えないように、しっかりと木の陰に身を隠かくして一緒に姿勢を低くした清志朗は、蒼司朗の口を塞いでいた手を離す。

「（びっくりしたよね）」

　小声で話しながら、清志朗は蒼司朗が持っている枝えだ打うち斧おのの位置を少し直して、木の幹みきに添そわせる。

「（清ちゃん、どうしたの？）」

「（後で話すから）」

　とにかく少し待つよう蒼司朗に頼んで、清志朗は気持ちを落ちつけ、息を吸った。




「こっちですー！　あの人が、白しら百ゆ合り女学院の女の子の後を、ずっとつけてましたー！」




　真横で清志朗が突然大声を出し、驚いた蒼司朗に、ひしっとピヨ四神がしがみつく。

　そして驚いたのは、少し離れた遊歩道を歩いていた白百合女学院の生徒と、その後をつけていた男もだ。




　これまで視界に入っていなくて、すぐ近くでそんなことが起こっていたとは知らなかった蒼司朗は、振り向いた中等部の女子生徒と、慌てて周囲を見回して走り去る男を、しゃがんで隠れたまま、まじまじと見つめる。




　一目置かれる目立つ存在は、目をつけられやすい存在でもある。

　名門学校の生徒が、外出時に知らない人から見られるのは、いつものことなのだが、一人歩きの女子生徒を男性が尾び行こうしているとなると、穏おだやかではない。帝都城公園内でそんな状じよう況きようを見かけたとなれば、警けい備び員いんを呼ばれても当然だ。




　女子生徒を尾行していたらしい、不ふ審しんな行動を取っていた男は捕つかまらないよう逃にげたが、警備員は来なかった。




「清ちゃん？」

「うん、追い払っただけ。警備員なんて呼んでないからね」

　男をうまく追い払うことができて、清志朗はほっとする。

　清志朗の大声に驚いてしがみついたピヨ四神を撫でながら、蒼司朗は女子生徒を見つめる。

「大丈夫かな、あの子」

「あぁ、大丈夫みたいだよ。心配いらない」

　知らない男に後をつけられていたとわかって、身を竦すくませ立ち尽つくしてしまった女子生徒のもとへ、わりと近くにいたらしい白百合女学院高等部の生徒が二人、慌てて駆かけ寄った。彼女たちは帝都小学校のときに同じクラスになったことのある、清志朗も知っている女子だ。同じ学校の上級生がフォローしてくれるなら、大丈夫だろう。

「つけられていたあの子、他から進学してきた一年生だね」

　見覚えのないあの女子生徒は、帝都っ子ではないと、清志朗は思う。有名な名門学校である白百合女学院に進学した帝都の女の子は、注目されることがわかっているので、絶対に一人歩きをしない。

「────びっくりしたぁ。清ちゃんがあんな大きな声出すなんて」

　穏やかな性格の清志朗は、喧けん嘩かをしないし、大声で誰だれかを怒ど鳴なりつけることなどありえない。清志朗が大声を出すのを、蒼司朗はこれまでほとんど聞いたことがない。

「ごめんね、驚かせて。四神様にも、謝っておいてね」

「うん」

　タイミングの問題で、清志朗は事情を説明することができなかった。

　ピヨ四神は大きな声を怖こわがるが、清志朗があげた声は、女子生徒を助けるためのものだ。清志朗の行動を不快に感じることはない。

「何だよ？　もう怖くないだろ？」

「ミギャン」

「キュイ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

「仕方ないなぁ」

　甘あまえん坊ぼうになってしまったピヨ四神を、蒼司朗はあやして可か愛わいがる。




　白百合女学院の生徒たちが立ち去るのを待って、蒼司朗と清志朗は隠れていた木の陰から出て遊歩道に戻る。

「さっきの男、また来るかもしれないよね」

　逃げたように見せかけて、まだ近くにいるかもしれないと、蒼司朗は振り返りながら歩く。

「来たとしても、たぶんすぐ、一緒にいる高等部の女の子に見つかるよ」

　中高生の女の子でも複数になると、一気に頼もしくなる。何か御ご用ようですかと女の子に訊たずねられて、盗とう撮さつしていますと答える者はいないので、追い払えるだろう。それでも男がこそこそとつきまとい続けた場合、女の子たちは近くの売店や施し設せつに入って、帝都城公園の警備員に連絡するはずだ。

「帝都でどうしてるのか、あの女の子の家の人が気にして、素そ行こう調査を頼んでいたとかだったら、問題ないんだけど」

　本人に見つからないよう、こそこそと様子を探さぐる怪あやしい人物がいるわけだが、地方から名家の子供が集まる帝都では、こういうことはわりとよくある。怪しい人物のすべてが、悪い人というわけでもない。

「蒼くんのことをカメラで隠し撮どりしている人がいるって、この前、寮りようの食堂で話したよね」

「うん」

　神に認められて帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんし、四神変化して天の戦士となって、帝都を浄じよう化かする高校生の少年。しかも学年一小こ柄がらで、これまで神官修行をしたこともない素人しろうとの見習い庭師だ。それが着実に功こう績せきを残しているとなれば、注目度も高い。

　蒼司朗は知らない間に、かなりの枚数の写真を複数の人に撮られている。

「署しよ名めい活動をして蒼くんの擁よう護ご団体を発ほつ足そくするっていう、斉さい藤とうくんの意見は大おお袈げ裟さだけど、あの後、他の生徒とも話して、隠し撮りしている人たちを見過ごすのはやっぱりよくない、ってことになったんだ。自分が欲しいからってだけで、写真を撮る人ばかりじゃないみたいだし」

　蒼司朗は奥庭のお庭番で公人扱いなので、姿を見かければ写真を撮りたくなるのは仕方がないと思うが、隠し撮りした蒼司朗の写真で商売をしている者がいるのは、よろしくない。

「だから、おかしな行動を取っている人や、盗撮目的でカメラを持っているらしい人がいたら、警けい官かんや警備員を呼ぶか、大きな声を出して知らせようって決まったんだ。蒼くんは初めて見たみたいだけど、さっき僕がやったのと同じようなことを、斉藤くんや筧かけいくんたちもやってるよ」

「何か……、ゴメン。オレ、皆に面倒かけちゃってるね」

　蒼司朗の知らないところで、大事になってしまったようだ。

　責任を感じる蒼司朗へ、清志朗は緩ゆるく首を振る。

「ううん、蒼くんのことは、いいきっかけになったと思うよ。これまでも、白百合女学院の生徒は、隠し撮りされた写真がこっそり売り買いされてて、迷めい惑わくしていたようだから。若様みたいに、篠しの原はらくんぐらい迫はく力りよくと社会的地位のある人が睨にらみをきかせてくれたり、公こう儀ぎ隠おん密みつの人たちに守ってもらえたりするなら、迷惑することは絶対にないだろうけどね」

「あー、篠原コワイよなー」

　若様を隠し撮りしようとする不ふ埒らちな輩やからが、もしも篠原勇ゆう輝きの前にいたならと想像して、蒼司朗は思わず笑ってしまった。

　比ひ喩ゆではなく、篠原勇輝は睨みをきかせてガンを飛ばす。機嫌を損そこねると、容よう赦しやなく蹴けりも飛んでくる。目を合わせるのは怖いし、絶対に見つかりたくない相手だ。しかも由ゆい緒しよ正しい白びやつ虎こ神社の優秀な神官で、四神変化して帝都を守しゆ護ごする白虎の戦士である。神かみ憑がかりの意味でも、敵に回したくない。

　カメラを持った不審者が、帝や若様を警けい護ごしている公儀隠密に見つかれば、速すみやかに然しかるべき措そ置ちが取られるだろう。




「だけど、普通の高校生の僕たちには、篠原くんみたいな力はない」

　そして隠し撮りされた写真を商品に使われてしまう者にも、力はない。肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいや迷惑行為防止条例に引っかかって、ひとつの業者が摘てき発はつされても、別のところが、同じことをしているので、結局はイタチゴッコだ。

「見つけたら、見み逃のがさない。見つかってるぞ、って、わからせる。そうすればきっと、誰かを隠し撮りしようとする人は減るはずだ。でも、大声を出して騒いで、写真を撮るのを邪じや魔ましたことで、顔を覚えられて逆さか恨うらみされたら困るから、そこは十分注意しなくちゃいけない」

「それで、隠れたんだね」

　なるほどと、蒼司朗は頷うなずく。

　ピヨ四神を連れて行動している蒼司朗のように、神様の加か護ごを受けていない者は、正義で行ったことでも、トラブルに繫つながる場合が多々ある。大声を出して、不審者の行動を妨さまたげたとしても、それが誰だかわからなければ、不審者に目をつけられることもない。

「今すぐには無理でも、皆でこの活動を続けていけば、蒼くんを隠し撮りする人は、いなくなるはずだよ」

「うん。ありがとう、清ちゃん」

　絶対の信頼を寄せる瞳ひとみで、蒼司朗は清志朗を見上げる。その蒼司朗と同調するように、ピヨ四神も清志朗を見上げた。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　霊力のない清志朗には見えないのだが、蒼司朗にくっついているピヨ四神の気分次し第だいでは、くっきり見えたり鳴き声が聞こえたりすることがある。

（うっ）

　蒼司朗だけでなく、ピヨ四神にもキラッキラの目で見つめられ、清志朗はちょっと腰こしが引けた。だが、そんな目で見つめないでくれとは言えない。
















「……そ、蒼くん、ちょっと急ごうか」

　白百合女学院の生徒を助けるために、隠れて大きな声を出したりしていたら、予定より少し遅くなった。

「あ、うん、そうだね」

　蒼司朗は頷いて、清志朗と一緒に少し早足で帝都図書館へ向かう。

「ミッ、ギャ、ギャ、ギャ」

「キュ、キュ、キュ、キュ」

「ピ、ピ、ピ、ピ」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

　蒼司朗の歩調に合わせて、くっついているピヨ四神が機嫌よく鳴き声をあげた。




　帝都図書館に本を返却した清志朗は、書しよ架かでレポート作成のための資料を探している蒼司朗に声をかけて、望月造園の仕事に向かった。講義に間に合うよう資料探しを切りあげて、蒼司朗は帝都大学に向かう。

（真っ正面から立ち向かっていくだけが、方法じゃないよな）

　清志朗が選んだ方法は、とてもよいことだと蒼司朗は思う。

「オレも、もっと考えて行動しないと」

　ピヨ四神の加護があるからという、慢まん心しんがなかったと言えば、きっと噓うそになる。




「ピ！」

　蒼司朗の頭の上に乗っているチビ朱す雀ざくが、鋭するどい声で鳴いた。緊きん迫ぱくした声を聞き、はっと身み構がまえた蒼司朗は、枝打ち斧を強く握にぎる。




　カシャ！




（シャッター音!?）

　それほど遠くないところから、確かに聞こえた。どこから音がしたのだろうかと、蒼司朗は油断なく周りを見回す。




　植え込みの陰に身を隠しながら、一人の男がカメラを構えていた。

　帝都民の憩いこいの場であり、管理が行き届いている帝都城公園へ、写真撮影のために訪おとずれる者は多い。だが、蒼司朗が見つけた男が狙ねらっているのは、風景や植物、鳥や蝶ちようでもなく、遊歩道を歩いている白百合女学院高等部の生徒たちだ。

（……けっこういたんだな）

　目的とするものがあると、蒼司朗はそれに向かって一直線に突っ走ってしまう。周りのことが見えなくなり、気を配れないのが欠点だ。

　隠し撮りを企たくらんでいる者は、直接危害は加えないため、強い殺気を放っているわけではない。一いつ刻こくも早くどうにかしなければいけないという、危き機き感かんに迫せまられるほどではない。趣しゆ味みの写真を撮影したついでに、ちょっと女の子を写していく者もいる。

　これまで注意していなかったので、蒼司朗はまったく気づかなかったが、隠し撮りしている者は、あちこちにけっこう大勢いたのかもしれない。

　事を荒あら立だてたくないと、盗撮対象となっている少女たちが望んでいたならば、ピヨ四神はその思いを尊そん重ちようしてスルーする。

　今回、チビ朱雀が蒼司朗に知らせたのは、隠し撮りしようとしている者がいるならば知りたいと、蒼司朗が思っていたからだ。




　チビ朱雀が知らせたということは、撮影された者が不快な思いをする、迷惑な撮影者だからだろう。




（うーん）

　ちょっと考えた蒼司朗は、さっと遊歩道から外はずれて、樹じゆ木もくの陰に身を隠した。

「ミギュ？」

　いつもと蒼司朗の行動が違って、ピヨ四神はきょとんとする。




「警備員さん！　あの人です！　あの男が、写真を撮りながら、高校生の女の子の後をつけ回してました！」

　蒼司朗は清志朗がやったのと同じように、身を隠して大きな声を出す。




　白百合女学院高等部の生徒たちは、はっと自分たちの周りを見回し、そしてカメラを構えて盗撮していた男は、素す早ばやくバッグの中にカメラをしまい、素そ知しらぬ様子でそこから立ち去った。




　自分たちを狙っていたかもしれない盗撮男を発見することはできなかったが、白百合女学院高等部の生徒たちは急ぎ足で歩き去った。




「ミギャ？」

（よし、うまくいったな）

　蒼司朗だって、この方法を取ったほうが皆から注目されないし、色々と楽だ。

　しゃがんで隠れていた植え込みの陰から出て、蒼司朗は帝都神社に向かって歩きだす。

　ほっとしている蒼司朗の頭の上で、チビ朱雀が顔を上げた。




「ピ！」




　風かざ見み鶏どりのように、ぴしっと手て羽ばを上げ、チビ朱雀が指し示したほうに、さっき立ち去ったはずの男がいた。男は蒼司朗のいる遊歩道に向かって、足早に歩いてくる。

（逃げなかったのか）

　明らかに自分へと向かってくる男に、蒼司朗は内心舌した打うちする。

　この男は、これまでも盗撮写真を撮っているときに、警備員を呼んだという噓で、何度か逃げていたのだろう。同じことが何度か続き、実際に警備員は来なかったとなると、撮影を邪魔する噓つきのオオカミ少年を、どうにかしておこうという考えにもなる。




「おい、小こ僧ぞう……！」

　蒼司朗を睨みつけた男の声は、暴ぼう力りよく的てきで危険なものだった。

　まだ中学生のようにも見える小柄な蒼司朗は、大人おとなの男にとっては、明確な体格差がある弱者だ。

　今、帝都で評判の、帝都城奥庭のお庭番様の顔を知らないということは、帝都民ではない。




「ミギャギャ！」

「キュイッ！」

「ピルル！」

「「（しゃー！）」」

　向かってくる不届き者を、ピヨ四神は威い嚇かくする。

　これは、成せい敗ばい対象だ。

（やっぱり、オレはこっちか）

　蒼司朗は枝打ち斧を構えた。




「お庭番、望月蒼司朗────、参る！」
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　蒼そう司し朗ろうにとって、帝都の平和を乱みだす者の成せい敗ばいは、日常茶さ飯はん事じだ。帝都城の守しゆ護ご神しんである奥庭の四し神じんは、不ふ埒らちな者を許さない。相手が誰だれであろうと、負けない。

　白しら百ゆ合り女学院の生徒を隠かくし撮どりしていた男が蒼司朗に向かっていく様子は、霊れい力りよくがなくてピヨ四神が見えない者の目には、大人おとなが子供を恫どう喝かつし、暴ぼう力りよくを振るおうとしているように見えた。

　中学生のときに噂うわさになるほど強かった少年剣士で、竹刀しないのように使えるものがあれば決して弱くはないのだが、ビジュアルは純然たる非ひ力りきな保ほ護ご対象の子供なので、蒼司朗の場合は正せい当とう防ぼう衛えいで十分に通用する。




「どうしました!?」

　たまたま近くを通りかかった入園者の通報を受け、現場に駆かけつけた帝都城公園の警けい備び員いんは、一見してそこで何が起こったのかを理解した。

　蒼司朗の前に倒れている、見るからに体格で勝まさる成人男性は、成敗された不埒な悪人に違いない。




「あ、こんにちは」

「ミギャギャ」

「キュイ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　挨あい拶さつする蒼司朗を真ま似ねて、ピヨ四神も警備員に愛あい想そを振りまく。

「お疲つかれさまです、蒼司朗様」

　帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗が、奥庭の四神様の加か護ごを受けて成敗した悪人の身み柄がらを確保し、その後の処分を引き受けるのは、毎まい度どのことだ。

「知らせる間がなくて……、すみません」

　何か見つけたなら、すぐに近くにいる警備員や公こう儀ぎ隠おん密みつへ知らせるようにと言われているのだが、なかなかそのようにできない蒼司朗は恐きよう縮しゆくする。

「あの、この人、隠れて白百合女学院の生徒の写真を撮ってました」

「蒼司朗様が注意なさったら、向かってきたのですね？」

「えーと、だいたいそんな感じです」

　警備員は倒れている男の様子を確かめたが、気絶しているだけのようだ。奥庭の四神様がいて、大事になることはない。

「この男を警けい察さつに引き渡すのは我われ々われに任せて、蒼司朗様はどうぞ、大学へ行ってください。事情聴ちよう取しゆは後のちほどでよろしいですので」

　他に目もく撃げき者しやだとか、証言してくれる人がいないようなので、蒼司朗が書類作成のために話をしなければいけない。奥庭のお庭番である蒼司朗は、信用があるし、このような輩やからにいちいち構かまっていると、自分の用事が何もできない。

　急ぐように蒼司朗を促うながし、警備員は男を担かついで、その荷物を拾いあげる。

　蒼司朗の曜日ごとの予定は、帝都城公園に勤きん務むしている者たちにも、きっちり把は握あくされている。少し遅くなってしまったが、急げば遅ち刻こくにはならない。

「はい、すみません」

「ミギャ」

　蒼司朗は警備員に一礼し、枝えだ打うち斧おのと鞄かばんを持って、帝都大学へと向かう。

（奥庭の仕事の前に、社しや務む所しよに警察の人が来て、事情聴取かな）

　状じよう況きようにすっかり慣なれてきている自分が、ちょっと嫌いやだ。




（あー、失敗だったなー）

　走りながら、蒼司朗は反はん省せいする。

　清きよ志し朗ろうから話を聞いたので、同じ行動を取ってみたのだが、どうもあれは蒼司朗向きではないらしい。

（あぁいうの、オレ、昔からうまくないもんな）

　他の人と同じことをやっても、タイミングが悪いのか、蒼司朗はなぜだか失敗する。蒼司朗なりの方法を見つけなければならないのは、今に始まったことではない。




「ミッミッミッミッ」

「キュキュキュキュ」

「ピッピッピッピッ」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

　走るのに合わせて、調子よく鳴くピヨ四神の声を聞き、蒼司朗は苦笑する。

（適てき材ざい適てき所しよなんだろうな）




　ピヨ四神を連れている蒼司朗なら、不届き者を成敗できる。清志朗か他の誰かが、あの男と遭そう遇ぐうしていたら、大変なことになっていたかもしれない。

　あの人はイケナイと、ピヨ四神が警けい告こくを発するような者ならば、速すみやかに対処するべきだった。蒼司朗の読みが甘かった。




　いつ事情聴取に呼びだされるのだろうか、どこまで行くことになるのだろうかと、蒼司朗は緊きん張ちようしながら待っていたのだが、事件に関して人が遣つかわされたのは、帝都大学で講こう義ぎを受け、奥庭の作業を終えた後だった。




「蒼司朗様、お客様が応接室でお待ちです」

　帝都神社の社務所にある更こう衣い室しつで、神官装しよう束ぞくから帝都学園高等部の制服に着替えた蒼司朗は、鈴すず宮みや神官に促されて、応接室へ向かう。




「蒼司朗様」

　応接室の入り口近くの廊ろう下かに立っていた柳生やぎゆう蘭らん丸まるは、やってきた蒼司朗に気づくと、呼びかけて恭うやうやしく一礼した。蒼司朗は足を止めて、柳生蘭丸にお辞じ儀ぎし返す。

「こんにちは」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピルルルル」

「「（しゅー）」」

「こんにちは、奥庭の四神様」

　蒼司朗に続いて、存在を主張するピヨ四神にも、礼れい儀ぎ正しい柳生蘭丸は恭しく一礼する。

「帝都警察からの報告を伝えに参りました。小お此この木ぎ神官長もお待ちです。どうぞ、中へお入りください」

　鈴宮神官が蒼司朗に伝えた来客というのは、公儀隠密候補生の柳生蘭丸だった。

　奥庭のお庭番のお務つとめとして蒼司朗が成敗し、警察に引き渡した者に関する話だ。神官候補生の蒼司朗が所しよ属ぞくする、帝都神社の責任者である小此木神官長が、一緒に話を聞く。




　先に応接室に入っていた小此木神官長は、機き嫌げんよくお茶休きゆう憩けいをしていた。

「今日もお手て柄がらでしたねぇ、蒼司朗くん」

「オレの手柄じゃないです」

　謙けん遜そんではなく、蒼司朗は本心からそう思う。

　奥庭の四神様がいない状態で、百パーセント同じ行動が取れるのなら、自分の手柄だと言えるだろうが、そうではないことを、蒼司朗はよくわかっている。




　先に応接室に来ていた小此木神官長がお茶休憩をして、すっかりくつろいでいるのは構わないのだが。

（……誰にもらったんだろう）

　小此木神官長の頭には、生花で作った可か愛わいらしい髪かみ飾かざりがつけられていた。

「ミギャギャ」

「キュイ」

「チュチュピピ」

「「（しゅー）」」

（しっ！　見ないふりして！）

　いいものついてるーと、小此木神官長の髪飾りに気づいたピヨ四神が近くで見ようと飛びだしかけたが、蒼司朗はしっかりと抱だっこして止める。




「蒼司朗様、蘭丸さん、どうぞおかけください」

　応接室に入ってきた鈴宮神官は、お茶とお菓か子し、そしてピヨ四神用の清し水みずを載のせたお盆ぼんを持って、蒼司朗たちを促した。

（鈴宮神官も蘭丸さんも、小此木神官長の髪飾りに気づいてるよな）

　平然とスルーしているのは、わかっているからに違いない。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「ピピチュン！」

「「（しゅー！）」」

「お行ぎよう儀ぎ！」

　花より団だん子ご。生花の髪飾りよりも、お菓子を見て大だい興こう奮ふんのピヨ四神を宥なだめ、蒼司朗はソファに座る。蒼司朗に可愛がられ、くふんと甘えながら、ひとまずいい子にするピヨ四神を見て、向かいのソファに座った柳生蘭丸は微笑ほほえむ。

「奥庭の四神様がお菓子を召めしあがられてから、話を始めましょう」

「すみません」

　事情聴取はいつだろうかと気にしながら、奥庭の作業を進めることに集中していたせいで、今日はピヨ四神にまだおやつを食べさせていなかった。

「慌あわてて食べちゃダメだよ。喉のどを詰つまらせないように、先に水を飲んでおこうね」

　鈴宮神官が卓たくに置いた水皿に注そそいだ清水で、ピヨ四神が喉を潤うるおしている間に、蒼司朗は羊よう羹かんを小さく切り分ける。

　霊力を持たない者のいるところでは、蒼司朗が奇き異いな行動を取っていると見えないよう注意して、取り分けられたものを自分たちで食べているが、そもそもピヨ四神は蒼司朗に甘えて、食べさせてもらうのが好きだ。

　蒼司朗が切り分け終わっても、ピヨ四神は羊羹に突とつ撃げきすることなく、お行儀よく待っていた。食べたくないわけではなく、期待に満ちた瞳ひとみで、蒼司朗を見つめている。

（仕方ないなぁ）

　円つぶらな瞳に注目された蒼司朗は、お行儀よく待っているピヨ四神の期待に応こたえて、小さな羊羹を黒くろ文も字じに刺さして差しだす。

「はい、あーん」

「ミギャン」

「キュイ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」




　あーん、うまうまうま♡




　ほんわか幸せそうなピヨ四神の様子は、それを見ている者まで幸せな気分にさせる。

（あぁ、可愛い……っ！）

　霊れい験げんあらたかな神様に対して、その感想はどうかとも思うが、鈴宮神官は応接室の端はしに控ひかえながら、心の中で静かに悶もん絶ぜつする。何度見ても、見み飽あきない。というか、いくらでもおかわりしたい。ぜひとも、させてほしい。

　鈴宮神官と同じく、ほにゃっと頰ほおが緩ゆるみかけた柳生蘭丸は、自分に向けられている小此木神官長の視線に気づいて、慌てて気を引き締める。

（奥庭の四神様がお菓子をお召しあがりになられたのだから、話をしなくては）




「蒼司朗様が成敗された男は、気絶したまま警察署に運ばれ、留りゆう置ちされました。奥庭の四神様とご一緒の蒼司朗様が、滅めつ多たなことをするわけがないと、警察の方もよくわかっています。男を運んだ警備員は、蒼司朗様から『隠れて白百合女学院の生徒の写真を撮っていた』と伺うかがっていましたが、本人から話を聞ける状態ではなかったので、荷物を調べました。中には望遠レンズ付きのカメラと、十数本のフィルムがありまして、何を撮影していたのか確認するため、現像したものの一部がこれです」

　柳生蘭丸は持ってきた茶ちや封ぶう筒とうを開けて、中身を卓の上に出した。




「うわー……」

　目の前の何十枚という写真に既き視し感かんを覚えたのは蒼司朗だけではないが、今回の写真に写っているのは蒼司朗ではない。

「ミギュ？」

「キュウ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　食べさせてもらった羊羹の入った口をモグモグと動かしながら、何だ何だと、ピヨ四神は写真を覗のぞきこむ。

　被ひ写しや体たいがちゃんと中央にいて、ピントもきちんと合っている写真なので、この前のように、これはボツとばかりに、ピヨ四神が前まえ肢あしで弾はじきだすことはない。




「これは、見事な盗撮ですねぇ」

　白百合女学院の生徒を上手じようずに捉とらえている写真を見て、小此木神官長は肩かたを竦すくめた。

「数をこなせば、プロ級の腕うで前まえにもなるでしょう。このようなスキルアップは、残念極きわまりないです」

　柳生蘭丸の意見はもっともだ。

「望遠レンズで、距離を取って被写体を狙っていたようなので、被害者には気づかれにくかったのではないかと思われます」

「オレが見た現場も、そうでした」

「なるほど。シャッター音が聞こえなければ、振り返ることもありませんからね」

　うんうんと小此木神官長は頷うなずいた。見つからなければ、捕まることもない。

「男は無職でしたが、鞄に入っていた身分証明書の住所を調べ、自じ宅たくを捜そう索さくしたところ、これらの写真を売買していた証しよう拠こが、多数押収されました。肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいとつきまとい行為で、留置から逮たい捕ほになりました」

　柳生蘭丸が持ってきた、今この場に広げられた写真にも、明らかに別の日に、同じ女子生徒を撮影した写真があった。




（これだけ撮ってたら、神様だって嫌がるよな）

　蒼司朗は納なつ得とくする。

　迷めい惑わく行為を商売にしていて、それを見つけた未成年者に脅おどしをかけようとするような性た質ちの悪い輩だから、ピヨ四神に成敗されてしまうのだ。




「……売買って、これを買うのもいけないんじゃないですか？」

　蒼司朗は首を傾かしげ、小此木神官長は笑う。

「もちろん、いけないことですよ。大口の顧こ客きやくは、証拠になる売買リストが残っているでしょうから、捕まるでしょうね。こういうマニアは、困りますね」

「蒼司朗様に見つけていただけて、本当によかったです。迷惑行為を見かけたり、被害に遭あっているとわかっていても、言いだせない者がほとんどです」

「今日のオレみたいに、悪い人に向かってこられるのは怖いですよね」




　隠し撮りしている現場を見つけた場合、注意したり通報したりすることは、誰にでもできる。

　だが見つかった相手が、素す直なおに言うことを聞いてくれるとは限らない。相手によっては、どんな面倒事になるか知れたものではない。迷惑行為をする者とは極きよく力りよく関わりあいにならず、写真を撮られないよう注意したほうが、安全だ。

　写真を撮られてしまった者は、不満が残っても我が慢まんして、気にしないふりをする。地方から帝都の名門学校に進学した生徒は、在学中の数年間の辛しん抱ぼうだ。

　隠し撮りされた写真の流通は、どうがんばっても完全には止められない。売買された写真をすべて回収できないのが現実なので、実際のところ、被害者は泣き寝入りだ。




「あ、女の子だけじゃないや」

　写真は帝都学園の男子生徒のものもある。

「帝都の有名校は、通っていること自体がステイタスですから」

　蒼司朗は驚いているが、帝都育ちの柳生蘭丸にとっては、よくあることだ。

　名家の子供でなくても、制服マニアで若い子の写真に興味のある者なら、好みの容姿をした被写体の写真を欲しがる。女の子でなくても、ちょっと知られた名家の子供が被写体なら、写真は売れる。




「蒼司朗様の写真がなかったのは、幸さいわいでした」

「蒼司朗くんが帝都城奥庭のお庭番だと、知らなかったんでしょう」

　帝都の有名人となった蒼司朗も、今や絶好の被写体の一人だ。知っていれば、被写体として標ひよう的てきにされたはずだ。

「ちんちくりんのチビっこ坊ぼうやですから、軽く一ひと捻ひねりできると思ったのが、運の尽つきでしたねぇ」

　あはは、と小此木神官長は笑って、お茶を飲んだ。

（ちんちくりんのチビっこ坊や、って☆）

　蒼司朗と柳生蘭丸は小此木神官長の言いように、ひくっと頰ほおを引きつらせる。




　大人の目から見れば、まったくそのとおりなので蒼司朗本人にも反論できない。小此木神官長に悪口を言っているつもりはないとわかっているのだが、その言葉はあんまりだ。




「悪は滅ほろびるものですよ♡」

　にっこり微笑んで、小此木神官長はウインクした。生花の髪飾りの似合う、年ねん齢れい不ふ詳しようの男はウインクする姿もなかなか様になっていて、可愛く見えるのが嫌だ。

「その悪を滅ぼすのに貢こう献けんしてるの、たぶんオレと奥庭の四神様なんですけど」

　自然淘とう汰たされるかのように言われても困る。

「いえ、たぶんじゃありません」

　がっつり貢献していると、柳生蘭丸は断言する。というか、奥庭のお庭番がいてこその逮捕だ。

「このところ、帝都城公園だけでなく城下でも、『視線を感じる気がする』『誰かに後をつけられている』という女性からの声が、何件も警察に寄せられていました」

　夏服に衣ころも替がえした女性は、それまでより開放的で、隙すきがあるようにも見える。夏は性せい犯はん罪ざいの増加する季節なので、注意が必要だ。

「振り返っても誰もいないとか、怪かい談だん話ばなしみたいな噂がありましたね」

　あははと小此木神官長は笑った。




　後をつけている者が、じっと見つめていたとしても、望遠レンズ付きのカメラを使っていたのなら、近くには誰もいないので、そうなるだろう。




　小此木神官長の言葉を聞いた鈴宮神官は、むっと眉まゆを顰ひそめる。

　帝都神社で、そんな噂話を聞いたことはない。




「……その噂って、いつ『どこで』お聞きになったのですか？」

「え？」

　笑顔のまま、小此木神官長は固まった。仕事中にこっそり帝都神社を抜けだして、帝都城下で買い食いをしていたときに噂を耳にしたと、自分から言ってしまったも同然だ。




　小此木神官長と鈴宮神官のことは放っておいて、柳生蘭丸は蒼司朗に微笑みかける。

「今回の件の報道で、女性につきまとう迷惑な輩は発見次し第だい逮捕される、というような認識が広まって、迷惑する人が少しでも減ればいいですね」
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　事情聴ちよう取しゆの時間が必要だろうと考えて、今日は作業を早めに終わらせたのだが、蒼そう司し朗ろうが思っていたよりも、柳生やぎゆう蘭らん丸まるの話は短く済んだ。

（ちょっと早いけど、寮りように戻るか）

　見習い庭師として清きよ志し朗ろうが参加している望もち月づき造ぞう園えんの仕事は、帝都南公園で行われている。今から急いで向かったとしても、片づけが終わったころに合流できるかどうかだ。帝都大学での講こう義ぎのある日は、蒼司朗は作業の頭数には入っていないので、どうしても顔を出しに行かなければならないわけではない。

「宿題のプリント、やらなくちゃ」

　少しばかり時間に余裕ができても、しなくてはいけないことが蒼司朗にはたくさんある。

（いつも清ちゃんに教えてもらってばっかりで、一人で宿題したことってないし）

　とても助かっていてありがたいが、蒼司朗一人でどこまでできるものなのか、確かめることも必要だろう。

　しっかりおやつを食べたピヨ四し神じんは、ご機き嫌げんな様子で、寮に向かって走る蒼司朗の歩調に合わせ調子よく鳴いた。

　しかしお腹なかいっぱいだったせいで、帝都城公園を出るころには、うつらうつらしはじめ、寮に着く前に熟じゆく睡すいしてしまった。すぴーすぴーと寝息を立てているピヨ四神は、子供体温でほかほかと温かい。

（あったかいけど、暑苦しくないのは、やっぱり神様だからなんだな）

　ほっこりと胸むねの奥が幸せになる温ぬくもりだと、蒼司朗は思う。




　少しでも多くの時間を作ろうと、走って戻った寮の部屋には、清志朗の鞄かばんはなかった。やはりまだ清志朗は戻ってきていない。

　蒼司朗は枝えだ打うち斧おのをいつもの場所に置き、起こさないように注意して、ピヨ四神をベッドの上にそーっと下ろす。

（よし、自習室に行こう）

　鞄を机に置き、勉強道具を取りだした蒼司朗は、音を立てないよう静かに────。

「ミギャッ」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　部屋を出ようとした蒼司朗へ、置いて行かれまいとピヨ四神が飛びついた。

「ミギュミギュミギュ」

「キュウゥウ」

「……ピチ」

「「（しゅー）」」

　まだしっかり目が覚めきっておらず、うにゅうにゅと顔を擦すりつけてくるピヨ四神の様子に、蒼司朗は苦笑する。

「晩ばんご飯まで、部屋で寝ててもいいのに。勉強の邪じや魔ま、しないでくれよー？」

　霊れい力りよくのない寮生たちはまったく気にならないだろうが、ピヨ四神に机の上を走り回って遊ばれる蒼司朗は、けっこう気が散る。部屋で寝ててくれたほうが、正直助かるのだが、一緒に行きたいとピヨ四神がくっついてくるのだから、連れて行くしかない。




（あれ？　そういえば、オレ）

　いつも清志朗と一緒にいたので、自習室を使って蒼司朗が一人で勉強するのは、これが初めてではないだろうか。

（べつに、怖いとか気き後おくれするとか、そういうのじゃないけど）

　自習室で使う机を決めるのは、いつも清志朗だ。それは蒼司朗に主体性がないからではなく、学年ごとにどの場所の机を使うことになっているとか、寮の規き則そくとして文章化されていないルールがあったり、自習室にいる同じ組の誰だれがどの教科が得意だとか、よく知らない蒼司朗をフォローするための行動だった。

「ミギュ？」

「あぁ、うん、大丈夫」

　入り口の前で足を止めてしまった蒼司朗は、ピヨ四神に注目されて、自習室に入る。




　まだ完全下校の時間ではないので、学校で部活をしている者もいるせいか、利用されている自習室の机は、三分の一ほどだった。

　親しく話したことのある寮生もいたが、蒼司朗は彼らから少し間を空あけるような場所に置かれた個人学習の机を選んだ。

　清志朗が一緒のときには、班はん学習の形に机が向かいあわせになっているところで、その教科を得意としている寮生の近くに座るのだが、あえて今日は、一人で勉強する。

「キュウ？」

「いや、せっかくだから」

　わからないところがあったら、誰かに聞きに行くことにして、まずは一人でプリントの問題に挑ちよう戦せんだ。




　親しくしている者が自習室にいても、一人で集中して勉強している寮生はいる。いつもとはちょっと違うが、蒼司朗の行動が特とく異いなわけではない。




「遊ぶのは、後でね」

　蒼司朗は優しく微笑ほほえみかけてピヨ四神を撫なで、数学のプリントに取りかかった。

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　がんばる蒼司朗にエールを送り、ピヨ四神は机の上で運動会を始めた。




（巌いわ手てにいたときみたいだな）

　問題を解きながら、蒼司朗は思う。

　巌手で生活していたとき、蒼司朗はいつも一人で勉強していた。

（清ちゃんに追いつかなくっちゃって、必死だった）

　都会である帝都の学力偏へん差さ値ちは、どこよりも高い。小学生のころ、両親と里帰りした蒼司朗は、清志朗が使っている教科書やノートを見て、レベルの高い学習内容に驚いた。

　巌手の学校では普通の子供には必要のないものだったけれど、同じところにいられる自分でありたくて、清志朗が学校で使っているものと同じ参考書や問題集を手に入れ、勉強した。できなくても、できるようになるまで、がんばった。

　コツコツ積みあげてきたものが確かにあったから、同じ高校に進学することができた。

　清志朗が通っていた学校が、帝都で一番偏差値が高いところだと知ったのは、蒼司朗が高校の志望校を決めたときだ。清志朗が通っていなければ、蒼司朗は帝都学園に進学したいとは思わなかった。

　入学試験に合格して、ほっとした蒼司朗は、周りがお祭まつり騒さわぎのような反応をしたのでとても驚いた。どうして皆みなにそれほどまでに喜ばれたのか、帝都学園にいる今ならわかる。

（今でもオレは、ずっと必死だ）

　努力し続けなければ、清志朗に置いていかれてしまう。努力を続けるのは決して楽ではないけれど、清志朗に置いていかれること、清志朗のいる場所に一緒にいられないことのほうが、蒼司朗には辛つらい。清志朗がいるから、蒼司朗はがんばれる。




　夕食の時間を知らせるチャイムが鳴り、自習室で予習していた熊くま谷がい融とおるは、きりのいいところで切りあげた。自室に戻ろうと勉強道具をまとめ、席を立った熊谷融は、五つ離れた机で勉強している蒼司朗に気づいた。

　近づいてくる熊谷融を見て、机の上で走り回って遊んでいたピヨ四神は、逃にげて隠れるように急いで蒼司朗へくっついた。

「ミギャッ」

「キュキュッ」

「チュピチュ」

「「（しゅー）」」

（何だ何だ!?）

「あれ？　蒼司朗くん。一人？」

　何ごとかと驚くのと同時に熊谷融から声をかけられ、蒼司朗は顔を上げる。

「清志朗くんは？」

　今だけ、ちょっと席を外はずしているのなら、蒼司朗の近くに清志朗の勉強道具があるはずだが、それがない。

「清ちゃんなら放課後に望月造園の仕事へ行って、まだ戻ってきてないよ。オレは今日、ちょっと早く作業が終わったんだ」




　自室に枝打ち斧を置いてきたので、蒼司朗が寮に戻っていることはわかるだろう。

　清志朗が寮に戻ったのなら、蒼司朗の勉強道具が自室にないことに気づいて、自習室を覗のぞきにきてくれるはずだ。それがないのは、まだ戻ってきていないからだ。




「あ、そのプリント、僕のクラスでは答えあわせ終わってるよ」

　蒼司朗が解いていたプリントを見た熊谷融は、さっきまで勉強していて、ちょうど持っていた数学のノートを取りだした。

「わわ！　待って待って！　あと一問だから！」

　まだ見せないでと、蒼司朗は慌あわてて残りの問題を解く。

　答えあわせの終わっているプリントなら、その答えを丸写しすれば完かん璧ぺきだ。だがそれでは、自分で解いたことにはならない。

　問題を解いている蒼司朗の前の席に、横向きの姿勢で腰こしを下ろし、くすっと熊谷融は笑う。

「うん。終わったら、答えあわせしよう」

　間違えたものがあったら、もう一度だ。




「え？　答えあわせ？」

「僕も一緒にやっていい？」

　少し離れた机を使って勉強していた蒼司朗と同じ組の寮生が、数学のノートを持って集まってきた。帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗の頭がどれくらいなのか、好奇心に駆かられた者も、答えあわせしたい者たちの後についてきて、そっと覗きこむ。

　野や次じ馬うまを含ふくめて十人ほどの集団になり、蒼司朗にくっついているピヨ四神は、少年たちをきょろきょろと見つめる。




「────よし、解けた！」

　最後の問題を解き終わった蒼司朗は、顔を上げる。熊谷融は答えあわせに参加する者たちの準備ができているか確認し、自分にだけ見えるようにノートを持って広げる。

「じゃあ、問一の答えー」

　文章題で途中の計算や公式を言うと、解き方を教えることになるので、熊谷融が読みあげるのは答えだけだ。答えあわせをする蒼司朗たちは、読みあげられる答えを、自分の答えと同じかどうか、確かめる。

　正解だったら、よしよしと誰もが上じよう機き嫌げんだが、違っていたときには難しい顔で唸うなる。正解でも、そうでなくても騒そう々ぞうしい。




「ピ！」

「これ違う」

　頭の上でチビ朱す雀ざくが鳴いたと同時に、解答が間違っていることがわかり、口を尖とがらせながら蒼司朗はノートにチェックを入れた。




　全部で十問ある問題のうち、蒼司朗の間違いは二問だ。

「うーん……！」

　どこが間違っているのだろうかと、問題を睨にらむ蒼司朗のノートと、自分のノートを見み比くらべて、熊谷融は首を傾かしげる。

「解き方はあってるよ？　蒼司朗くん」

　見当外れな解き方をしているわけではない。正解を出せるはずなのだが、答えが違う。




　近くを通りかかって話が聞こえた斉さい藤とう正まさ則のりは、ちょっとゴメンと囲んでいた少年たちの間に割りこんで、蒼司朗の背後からノートを覗きこむ。

「こことここ、七が九になってるよ」

　ひょいと手を伸ばした斉藤正則が、蒼司朗の書いた数字を指さした。

「チュピ？」

「キュウ」

　背後にいる斉藤正則を、蒼司朗の頭の上のチビ朱雀と、肩かたの上のチビ青せい龍りゆうが至し近きん距きよ離りから円つぶらな瞳で見つめたが、霊力のない斉藤正則にはわからない。

　蒼司朗は自分で書いた数字を見間違えて計算したようだ。

「うっわー……！」

　指し摘てきされて、ケアレスミスに気づいた蒼司朗は赤くなり、それを消して計算し直す。

　一緒に答えあわせをしていた寮生は、書きこみをしていた自分のノートから顔を上げ、計算し直している蒼司朗に注目する。

「え？　何？　ただの数字間違い？」

「もったいないなぁ」

「それさえなかったら、全問正解だったんじゃない？」

「斉藤くん、よく見つけられたね」

　一問につき、十数行の長い式の中から、数字間違いを、一見して指摘できるのはすごい。

「蒼司朗くんは一年の学年末試験のときにも、同じミスをしてたからね」

　にこっと斉藤正則は微笑み、言われた蒼司朗はびっくりする。答案用紙を見せあった覚えはない。

「何で知ってるの!?」

　大きな声を出した蒼司朗に、周りにいた者たちは、どっと笑った。




（やっぱり頭いいんだな）

（清志朗くんの従い兄と弟こだもんね）

　好奇心に駆られて答えあわせを見ていた者たちは、さすがは奥庭のお庭番様だと満足して、答えあわせの輪から静かに離れた。




「ありがとう、熊谷くん、蒼司朗くん」

「違ってたところ、後で解き直そう」

「僕、本ほん棚だなで参考書を見てくる」

「またね、蒼司朗くん」

　便びん乗じようして答えあわせをさせてもらった者たちは、ノートを持って蒼司朗の近くから離れた。夕食の時間になっているので、勉強の続きは食事の後だ。




　計算し直した蒼司朗が書きこんだ答えを見て、熊谷融は微笑む。

「うん、それで正解」

「これで明日の授業で当たっても大丈夫だ～。ありがとう」

　数学の宿題は、当てられた者が前に出て黒板に書かなければいけないので、間違えると格好悪い。蒼司朗の場合、身長を考こう慮りよされ、書きやすい低い場所を優先的に空けてもらうので、恥はずかしさも人一倍だ。




　蒼司朗たちを囲んでいた者たちがいなくなったので、斉藤正則は二人の横に移動する。

「今日は、盗とう撮さつ犯はんの逮たい捕ほに協力したんだって？　お手て柄がらだね、お庭番様」

　こっちの情報も、斉藤正則は逃のがさない。

「そうなんだ？　すごいなぁ」

　熊谷融は感心するが、蒼司朗にはそんな手柄を立てるつもりなんてなかった。

「清ちゃんが、怪あやしいことをしている人を見つけたら、声を出して知らせるっていうのをやってたから、オレも真ま似ねしてみたんだけどさ。逃げずに向かってこられちゃったよ」

　だから、仕方なく『望月蒼司朗、参る！』という展開になってしまった。

　渋しぶい顔になる蒼司朗を見て、熊谷融はそのときの状況を想像する。

「うわー、大変だったね。でも、蒼司朗くんだから、大丈夫なのか」

　蒼司朗には奥庭の四神様がついている。乱らん闘とうになってしまったとしても、蒼司朗も犯人も、大事に至ることはない。

　熊谷融は、不幸中の幸いだったかと思ったが、斉藤正則は呆あきれて肩を竦すくめる。

「よりにもよって、蒼司朗くんに向かっていくなんてね。逃げてたら捕まらなかったのに、馬ば鹿かだな」

「オレだから、怪け我がもなくて済んだけど、ちょっと危ないんじゃないかなって思ったよ」

「うん。これまでそういうことがなかったから、今日のことで考えが甘かったってよくわかった。話を伝えている学年の違う生徒や中等部の生徒にも、複数人数で行動しているときだけにしようって、注意を付け足すことにしたんだ。声を出すだけじゃなく、本当に警けい備び員いんや警けい察さつに知らせるのも忘れないようにしないといけない。帝都南公園で仕事をしていた清志朗くんにも、伝えたよ」

　さすが、斉藤正則だ。早い対応を聞いて、蒼司朗はほっとする。




　盗撮の被ひ害がいに遭あっている人を助けようとして、他の被害者を増やしては、本ほん末まつ転てん倒とうだ。誰も嫌いやな思いをしないような方法を、考えていかなくてはいけない。




　学年の誰より小柄であるのに、身体を張って悪へと立ち向かっていく蒼司朗を、斉藤正則は眩まぶしげに見つめる。

「生徒会役員と学年代表で、帝都学園だけじゃなく、白しら百ゆ合り女学院や帝都大学、帝都図書館、帝都城公園の事務局にも、こういう活動をしますって、今週中に話をしに行くことになってるみたいだよ。清志朗くんは、今は違う学校に通っている小学校のころの同級生にも、活動してくれるよう頼んでみるって言ってた。どこまで協力してくれるかはわからないけどね」




　────奥庭の四神様が守ってくれているけど、僕たちも蒼くんを助けていこうね。




　数日前、食堂で皆と食事をしていたときに聞いた清志朗の言葉は、現実に大勢の人を動かし、形になっていこうとしている。




（清ちゃんは、やっぱりすごい）

　これは、人望のある清志朗が動いてくれたから、実現したことだと蒼司朗は思う。提案するだけでなく、学年代表である清志朗は、あちこちに足を運んで話をし、何度も頭を下げるのに違いない。

　聡そう明めいで優しい清志朗は、誰にでも誇ほこれる蒼司朗の自じ慢まんの従兄弟だ。蒼司朗の胸の奥が、じんと熱くなった。
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　帝都図書館で蒼そう司し朗ろうと別れた清きよ志し朗ろうは、望もち月づき造ぞう園えんの作業に加わるため、帝都南公園に行った。放課後といっても、いつ来るかわからない高校生の見習い庭師に任される作業は、先輩庭師の手伝いや剪せん定ていゴミを集めるぐらいのものだ。

　帝都学園高等部の制服の上に望月造園の法はつ被ぴを着、袋を片手に剪定ゴミを拾い集めながら、清志朗は蒼司朗と帝都図書館に向かったときのことを思い出す。

（奥庭の四し神じん様の姿、ひさしぶりに見たな）

　奥庭の四神様が、いつも蒼司朗と一緒にいることは知っている。霊れい力りよくがない清志朗には、奥庭の四神様がどこで何をしているのかはわからないので、あそこらへんにいるのだろうと推すい測そくしながら、不ふ敬けいにならないよう接するだけだ。

（元気で、じっとしてないみたいだなとは、わかってたけど）

　蒼司朗が立ち止まっていたり歩いていたりするときには比ひ較かく的てきおとなしいが、走ったり乗り物に乗ったりしていると、ピヨ四神はよくはしゃぐ。ひさしぶりにピヨ四神の鳴き声が聞こえて姿も見えた清志朗は、びっくりだ。

（あんなに賑にぎやかだったなんて、知らなかったよ）

　かなり騒そう々ぞうしい状じよう態たいなのに、蒼司朗は普段どおり平然としていて、喧やかましいという素そ振ぶりはまったく見せなかった。ピヨ四神の姿が見えず鳴き声も聞こえない者のいる場所で、むやみに取り乱すと奇き妙みように思われるので、平静を装よそおう癖くせがついているのだとわかるが、かなりの精神力を必要とするだろう。

（蒼くんは昔から、我が慢まん強いよね）

　同学年の子供たちの中で、誕たん生じよう日びの遅い蒼司朗は身体からだが小さく、何をしても最初から他人より劣おとっていた。幼おさないときから努力してようやく人並みというのがいつものことだったので、苦しくても辛つらくても、蒼司朗は泣き言を言わない。

（────僕には無理だ）

　最初から何でもそつなくこなしてきた清志朗には、蒼司朗と同じように耐たえ忍しのんだり、努力し続けたりする自信はない。




「親方！　今日はお庭番様はいないのかい？」

　帝都南公園の近くを通りかかった呉ご服ふく姿すがたの老ろう紳しん士しが、望月造園の親方である望もち月づき左さ近こんを見つけ、声をかけた。左近は老紳士に振り向き、お辞じ儀ぎをする。

「こんにちは、珠す洲ず屋やのご隠いん居きよ。蒼の奴やつぁ、今日は神官候補生の勉強があるんで、来てねぇっスよ」

「そうかい。残念だねぇ。来月あたり、庭を頼みたいんだが、都つ合ごうはどうだい？」

　庭仕事を頼まれたものの、左近は頭を搔かく。

「珠洲屋の庭は狭さ山やまの仕事じゃなかったですかい？」

　仕事を頼まれるのは嬉うれしいが、帝都の老舗しにせ料りよう亭ていのひとつである珠洲屋の庭は、創業時から狭山造園が手入れをしている。造園業者を変えるつもりなのだろうか。

　狭山造園と何かあったのかと、さりげなく探さぐりを入れた左近に、珠洲屋のご隠居は朗ほがらかに笑う。

「あっちは狭山の仕事だよ。望月さんに頼みたいのは、わたしが新しく造った隠居部屋の庭さ。まだ誰だれの手も入ってなくてね。身内しか来ない小さい庭だから、ぜひ望月さんの若い衆しゆうの精しよう進じんの場にしておくれ」

　新しん規きに扱あつかう庭なら、狭山造園と望月造園の関係が悪くなることはない。

　若い庭師に作業してもらいたいとは、ようするに『帝都城奥庭のお庭番』の蒼司朗に来てほしいということだ。まだ見習い庭師の蒼司朗に、まともな作業なんてできないと、珠洲屋のご隠居にはわかっているが、蒼司朗が奥庭の四神様を連れているのは魅み力りよく的てきだ。若い衆と要望を入れれば、奥庭の四神様を連れた蒼司朗が、作業に来る。

「ありがとうございます。では、日にちの相談は、また後のちほどさせていただきます」

「あぁ、楽しみにしてるよ」

　快こころよく仕事を請うけ負おった左近に、珠洲屋のご隠居は満足そうに微笑ほほえんだ。




　帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗と、奥庭の四神様目当てだとわかる仕事の依い頼らいは、毎日のようにある。しかも、声をかけてくるのは上じよう得とく意いばかりだ。




「すごいっスねー。蒼ちゃんがいれば、望月造園は安あん泰たいっスね」

　望月造園で一番若い庭師の池いけ波なみは、『お庭番効果』にホクホクだ。浮かれながら作業をする池波を、左近は睨にらみつける。

「池！　つまんねぇこと言ってねぇで、しっかり仕事しろ！」

　怒ど鳴なられ、身を竦すくませた池波は、作業に集中する。




（やっぱり池波さんも、蒼くんがいれば、望月造園は安泰だって思ってたんだ）

　誰かの口から、はっきりそう言われるのを、清志朗は初めて聞いた。

（僕が望月造園を継ついでも、今のように帝都城お抱かかえ庭師でいられるとは限らないし）

　親方である父・左近が、帝都一の腕うでを持つ優秀な庭師だから、帝都城お抱え庭師の仕事に就ついている。より優秀な庭師がいれば、いつでもこの仕事はなくなる。そうなれば、今請け負っている他の仕事だって、別の造園業者の仕事になってしまうだろう。

　帝都城奥庭のお庭番として、一度ついた蒼司朗の箔はくは変わらない。そして蒼司朗は、望月家の家宝である『緑の石』を持っている。『緑の石』の力を使えば、植物を活性化させ、庭師として素す晴ばらしく見み栄ばえのいい仕事をすることができる。

　見習い庭師の今は、仕事量の差で、いくらか清志朗のほうが経験を積んでいるが、蒼司朗には経験を上回るだろう揺ゆるぎないものがある。

（僕よりも、蒼くんのほうが────）




「清志朗くん」

　公園の外の歩道から呼びかけられ、はっとして清志朗は顔を上げる。

「こんにちは。今日はここで仕事なんだね」

　小学校のときに同級生だった若わか田た直なお嗣つぐは、公園の低い柵さくの向こうから、顔を上げた清志朗へ手を振った。懐なつかしい顔を見て、清志朗は微笑む。

「こんにちは。ひさしぶりだね。配達の途中？」

「掛かけ軸じくをお届けしてきたところだよ」

　帝都西地区にある若田直嗣の家は、代々続く表ひよう具ぐ屋やだ。植しよく栽さいの剪定作業をしている庭師の顔を、若田直嗣は見回す。

「蒼司朗くんはいないんだ？」

「うん。蒼くんが望月造園の仕事ができるのは、来週かな」

　家が近所なので、幼いころに帝都へ里帰りしていた蒼司朗と若田直嗣は何度か会っていて、公園で一緒に遊んだことがある。今通っている高校は別だが、蒼司朗にとっては、帝都での幼なじみの一人だ。

「帝都に来たのは、去年の秋からだよね。これまでにも何回か見かけたことはあったんだけど、蒼司朗くん、いつも忙いそがしそうだし、すっかり有名人になっちゃったからなぁ。気軽に声をかけられなかったよ。清志朗くんが一緒のときならって思ったんだけど、残念」

「蒼くんは直嗣くんのこと、覚えてると思うよ。一緒に作った泥どろ団だん子ごを、遠とお野のさん家のミサエちゃんに持っていかれたときのこととか」

「あぁ！　あったあった！　そんなこと！」

　近所の犬に、子供たちで競きそいあいながら一いつ生しよう懸けん命めい作った泥団子を取られて、大おお騒さわぎしながら取り返そうと走り回ったことを思い出し、若田直嗣は笑った。

「じゃあ、またどこかで見かけたら、今度こそ声をかけてみようかな。熱ねつ狂きよう的てきファンのアブナイ人が蒼司朗くんに近づこうとしてるって、周りに思われないように注意しなくちゃ」

　若田直嗣の言葉で、清志朗は思い出す。

（若田くんたちにも、お願いしようって思ってたんだった）

「白しら百ゆ合り女学院の生徒や、帝都城奥庭のお庭番になった蒼くんの写真を、黙だまって撮とってる人がいるの、直嗣くんは知ってる？」

「え？　あー、隠れて他人の写真撮る人って、いるよねぇ。好きな子の写真とか。蒼司朗くんは有名人になっちゃったから、そういうのもあるだろうね」

　渋しぶい顔になる若田直嗣へ、清志朗はさらに教える。

「その写真を売ってる人も、いるみたいなんだよ」

「えぇ？　それって、よくないことだよ！」

「うん。蒼くんだけじゃなくて、白百合女学院の生徒も迷めい惑わくしてるみたいで────」




「清！　仕事する気がねぇなら、帰れ！」




　離れた場所から左近に怒鳴られ、清志朗と若田直嗣は驚いて小さくなる。
















「すみません……！」

　清志朗は慌あわてて左近に振り向き、若田直嗣は清志朗に詫わびる。

「ゴメン、清志朗くん、仕事中に」

　現場での望月造園の親方が厳きびしくて怖いことは、皆みなが知っている。ひさしぶりに会ったからといって、同級生と話しこむのは許されるものではない。

「ううん、僕のほうこそ、ごめん。また今度、話をさせてね」

「うん、またね」

　若田直嗣は清志朗に手を振って、家に帰って行った。

　清志朗は急いで作業に戻る。




　黙もく々もくと作業をしていた池波へ、先輩庭師の相あい原はらが、少し近づいて小声で言う。

「（おい……！　お前、一番歳としの近い先輩なんだから、清志朗坊ぼつちゃんのフォロー、ちゃんとしろ！）」

　後輩がどんな作業をしているか、常つねに気にしておくのは、歳の近い先輩の役目だ。後輩が誰かと何かを喋しやべっていたなら、ちょっと内容を気にして、さりげなく聞き耳を立てておく。

「へ？」

　わけがわからず間抜け面づらになった池波の足に、相原とは逆の側から近づいた先輩庭師の暮くれ﨑さきが蹴けりを入れた。がっくんとしゃがみこんだ池波に合わせて、暮﨑もしゃがむ。

「（テメ、今のは、坊ちゃんがダチに伝えておかなきゃなんねぇ話だろうが！）」




　清志朗が皆に声をかけ、盗とう撮さつする者を少しでも減へらそうと活動を始めていることを、望月造園の者たちは知っている。さっき、清志朗は違う学校に通っている友人と、その話をしかけていたところだったのだ。

　融ゆう通ずうのきかない清志朗に助言して、作業をするより友人と話すよう唆そそのかす（場合によっては親方から叱しかられる）のは、一番下したっ端ぱの庭師であるほうが、先輩庭師たちの面メン子ツも保たもて、面倒がなく都つ合ごうがいい。




「（ス、スミマセン！　聞いてなかったっス！）」

「「（この役立たず！）」」

　しゃがんだ相原と暮﨑は、池波の頭に拳こぶしをお見み舞まいして、そこから立ち去った。




　友だちと別れ、急いで作業に戻った清志朗と、先輩庭師の相原・暮﨑に叱られている池波を背後に感じながら、別の庭師たちに作業の指示を出し、左近は小さく息を吐はく。

（ったく、馬ば鹿かどもが）

　距離があったので、清志朗が若田直嗣と何を話していたのか、左近には聞こえなかった。だが、近所に住む、息子むすこと同い年の若田直嗣のことは、左近も知っている。若田直嗣に清志朗が話すだろう内容は、だいたい想像がつく。

　昔から、手のかからない子供で、優しく親孝行の清志朗は、左近にとって自じ慢まんの息子だ。規き則そくをよく守る、いい子だが、清志朗は真ま面じ目めすぎて、融通がきかないところがある。

　近所の子供であっても、寮りよう生活をしていて放課後も家業の見習い修業をしている清志朗は、別の学校に進学した友人と会うことはほとんどない。わざわざ話をする時間を作らなくても、ひょこっと会えたのなら、それを利用するほうが効こう率りつがいい。

（俺ァ、そんなに物わかりの悪い親じゃねェぞ）

　無む駄だ話ばなしではなく、蒼司朗や他の人のためになる話をしたいから、今ここで少しだけ喋らせてくれと頼まれたなら、左近は清志朗に駄だ目めだとは言わない。

　左近は清志朗と親子だからこそ、他の庭師たちの手前、誰にでもわかるように、きちんと筋すじを通さなければならない。内気で、言いたいことを言えない子供なら、気を回さなくてはいけないが、清志朗はきちんと自分の意見が言えるはずだ。

　清志朗からの申し出がなければ、左近は何も許可することができない。そう言っては身も蓋ふたもないが、たいして役に立たない見習い庭師の一人や二人、用事があって抜けても、望月造園の作業は遅れたりしない。

（蒼なら、伯お父じさんごめんなさい、とか頭下げて、すっとんでくか）

　望月造園の作業を抜けるときの蒼司朗の用事は、一いつ刻こくを争ったり、やむにやまれぬものが多い。個人的なことは我が慢まんしがちだが、他の人のためなら、蒼司朗は躊ちゆう躇ちよしない。




「────そこ、もう少し刈かりこめ！　それと、そっち！　斜ななめになってるぞ！」

　剪定作業の出来を確認し、注意を与えていく左近は、下を向いて剪定ゴミを拾い集めている清志朗の横を通りすぎる。

（四し角かく四し面めんに考えてねぇで、何を優先するのか、見み極きわめろってんだ……！）

　我わが儘ままを言って叱られても、かまわないではないかと左近は思う。これが決まりごとだからと引き下がってしまうのでは、口くち喧げん嘩かにもならない。

「ちっ……！」

　擦すれ違った左近から舌打ちが聞こえ、下を向いたまま、びくっと清志朗は肩を震ふるわせた。




　以降、何ごともなく、他の庭師たちと一緒に望月造園の作業を終わらせた清志朗は、帝都学園高等部の寮に戻る。

　少し暗くらくなりかけた道の向かいから、部活で遅くなったのだろう帝都高校の女子生徒の二人連れがやってくるのを見かけた。同じ二年生だが、学区が違ったので小学校が違い、知らない子たちだ。

「────誰かに後をつけられてたってば！」

「でも、誰もいないよ？」

「気のせいなんかじゃないって！」

　帝都高校の女子生徒たちは、早足で清志朗と擦れ違った。

（あの子たちも、誰かにつけられてたんだ）

　やはり、早急に何か手を打たなくてはならないようだ。




（一番に、帝都城公園の事務局に行くのがいいよね）

　後をつけ回したり、盗撮したりしている者を見かけたら、複数で行動しているときに声を出して知らせ、通報するという活動をするにあたって、どういう順番で誰に話しに行けばいいだろうかと、シミュレートしながら寮に入った清志朗は、蒼司朗の靴くつが履はき替えられているか、玄げん関かんで確かめるのを忘れた。もう戻っていてもいい時間だが、蒼司朗が寮に戻っているのか、わからない。

（あ、と、自習室を覗のぞいてみればいいか）

　夕食の時間を知らせるチャイムは鳴っている。先に帰った蒼司朗が、自習室で勉強していたなら、勉強道具を片づけて、鞄を置きに行く清志朗と一緒に、部屋に戻ればいい。




　清志朗が覗いたとき、自習室には二年生が大勢集まった賑やかな一角があったが、机で勉強している寮生に蒼司朗の姿は見えなかった。

（まだ戻ってないのかな）

　誰かに見つかって呼び止められないうちに、清志朗は三階にある自室へと向かう。




　部屋には誰もいなかった。清志朗は灯あかりをつけて中に入り、鞄を持ったまま、どさりとベッドに腰こしかける。人目を気にして、平静を装っていた清志朗は、ここでやっと力を抜くことができた。

　蒼司朗が戻ってきたなら、足音でわかる。蒼司朗が部屋に入る前に、いつもの表情に戻しておけば、心配させることはないだろう。




（今日もまた、父さんに叱られた）

　家業であっても、清志朗は修業中の見習い庭師だ。客商売なので、作業中でも声をかけられれば愛あい想そうよく応対するのは当然だが、限度がある。

　他の先輩庭師たちが、きちんと作業をしているときに、友人と会ったからといって、作業の手を止めて長々と立ち話をしていたのは、よくない。叱られても、当然だ。

（蒼くんや、他の人のために何かしたいとか言いながら、いい加減なことをしてたんじゃ、誰にも信用してもらえないじゃないか）

　己おのれの思し慮りよの浅さが、清志朗は嫌いやになる。

（こんなに叱られてばっかりじゃ、庭師の皆に呆あきれられてしまう）

　清志朗が望月造園の跡あと継つぎになるなんて、とんでもないと思われるだろう。任される作業にも、雑用ばかりでちっとも進歩がない。

（蒼くんは、奥庭の作業をしてるのに）

　庭師としての実力に関係なく、四神様に選ばれたからだとわかっていても、自分一人に任される庭仕事というのは、やはり羨うらやましい。

（僕は、選ばれなかった）




　誰もいない部屋で、一人で落ちこんでいた清志朗は、少し顔を動かしたとき、視界の端はしに見えたものに、はっとした。

（蒼くんの、枝えだ打うち斧おの……！）

　いつもの定位置に枝打ち斧があり、蒼司朗の机には鞄かばんがあった。

（先に戻ってたんだ）

　だとすれば、蒼司朗は今、どこにいるのだろう。




　清志朗は腰を上げ、自分の鞄を持って机に近づく。

　蒼司朗の鞄は開けられていて、中に入っていた教科書やノートは机の上に出ていたが、筆記用具と数学の教科書とノートがない。

「……自習室かな？」

　たまたまちょうど席を立っていて、蒼司朗が机にいないときに、自習室を覗いてしまったのかもしれない。

　自分の机に鞄を置いた清志朗は、自習室に向かう。




　自習室にいる寮生の数は、さっき清志朗が覗いたときよりも減っていた。

「ピ！」

「あ、清ちゃん！　おかえり！」

　蒼司朗は自習室に来た清志朗を見つけて、手を振った。一緒にいた熊くま谷がい融とおる、斉さい藤とう正まさ則のりには、チビ朱す雀ざくの鳴き声は聞こえない。突然反応した蒼司朗に驚き、振り向いた二人は、清志朗に気づく。




　チビ朱雀は寮に戻った清志朗が自習室を覗いたときにも、今と同じように鳴き声をあげて知らせたが、ちょうど答えあわせをしていた問題が間違っていたところだったので、蒼司朗はそのことに反応したのだと勘かん違ちがいしてスルーした。

　早急にどうにかしなければならない悪人を発見したというのではなく、知りあいを見つけたという『お知らせ鳴き』だ。チビ朱雀は、それ以上鳴かなかった。




「ただいま」

　微笑んで、清志朗は蒼司朗たちのいる机に近づく。

（ここって、さっき────）

　大勢の二年生がいた場所だ。

　蒼司朗のいる机の上は、今さっき移動してきたとかではなく、しばらく使っていた様子がある。

（蒼くんは、ここにいたんだ）

　賑やかな人の輪の中心に、蒼司朗はいた。小こ柄がらな蒼司朗は、周りに誰かがいると、姿が見えなくなってしまう。

　清志朗と一緒のとき、蒼司朗はあんなに大勢で自習室を利用したことがなかった。だから、まさかあの集団の中にいるとは思わなかったので、清志朗は蒼司朗がいることに気づかなかった。

　名家の子し息そくに人にん気きのある帝都学園は、他た圏けんからも大勢の子供が集まる、偏へん差さ値ちの高い帝都の有名校だ。学力の面だけでなく、他の学校とは、明らかに雰ふん囲い気きが違う。ここだけの暗あん黙もくのルールもある、特別な生徒ばかりの学校だ。

　巌いわ手てから進学した蒼司朗は、清志朗以外、誰も知りあいがいない。望月造園の作業に必要な運転免めん許きよを取得してから帝都に来たので、変へん則そく的てきに秋からの入学だ。一年生が学校生活に慣れ、友人関係ができあがってから、生徒として、寮生として加わった。

　独特の雰囲気に、いくらか気き後おくれしていた蒼司朗を、清志朗は守っていたつもりだったのだが、もうそんな心配なんてしなくてよかったのだ。

（僕が、蒼くんの世界を狭せまくしていたのかもしれない）




「見て、清ちゃん！　数学の宿題のプリント、終わった！」

「そう、なんだ」

　今日の夜、清志朗は食事の後で、わからないところがないか訊たずねながら、蒼司朗と一緒に宿題をするつもりだった。




　蒼司朗は一人でも、ちゃんと宿題を終わらせることができる。清志朗に頼らなければならなかったのは、色々なことに忙いそがしすぎて、勉強に集中する時間が取れなかったからだ。

　入学試験に合格した、高等部からの外部進学組なのだから、蒼司朗の学力が低いはずがない。




「熊谷くんに答えあわせしてもらったから、これで明日当たっても怖くないよ！」

　ご機き嫌げんな蒼司朗の横の席で、斉藤正則は苦笑する。

「このプリントの答えあわせの後、黒板に書いて出される問題は、これよりもっと難しいんだ。あの問題はクラスごとに違うから、あっちが当たらないことを祈ってるよ」

「えぇえっ!?」

　蒼司朗は驚き、熊谷融は温ぬるい笑みを浮かべて遠くを見る。

「あー、そうだった。あの問題って、クラスごとに違うんだね。知らなかったな」

　熊谷融はプリントの解答を持っていても、クラスごとに出題される問題の解答は、自分のクラスの分しか持っていない。

　そんな過か酷こくな授業になるとはと、青くなる蒼司朗を斉藤正則は慰なぐさめる。

「数学の川かわ島しま先生は厳きびしいけど、意い地じ悪わるじゃないよ。この問題ならできるかな、って生徒をちゃんと見つけて当ててくれる。蒼司朗くんのクラスだと、一番難しい問題が当たるのは、清志朗くんだね。清志朗くんが解けないなら、クラスの誰も解けないよ」

「そんなことはないと思うよ」

　謙けん遜そんではなくそう言った清志朗だが、斉藤正則は笑う。

「いやいや、そんなことあるよ。だって清志朗くんは中間試験で、学年で三人しか解けなかった問題を正解したじゃないか」

　同じクラスに、その問題が解けた生徒はいない。

（（うわー、すごいなー））

「ミギャー」

「キュイー」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　熊谷融と蒼司朗、そして蒼司朗にくっついているピヨ四神は、素す直なおに清志朗をキラキラ目で見つめたが、清志朗は斉藤正則を脅きよう威いに感じる。

（僕、中間試験の数学のテストのこと、斉藤くんに話してないよね）

　斉藤正則は色々なことをよく知っているが、どこから情報を得ているのか、謎なぞだ。




「あれ？　蒼司朗くん、まだ食堂に行かないの？」

　一緒にプリントの答えあわせをした後、書しよ架かの奥のほうまで参考書を見に行った寮生が、さっきと同じまま勉強道具を広げている蒼司朗へ声をかけた。

「清ちゃんが来たから、もう行くよ」

　にこっと笑って返事をし、蒼司朗は勉強道具をまとめた。
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　自習室で使った勉強道具を自室に置き、蒼そう司し朗ろうたちは夕食をとるために食堂へ向かった。

「今日のおかずはアジフライ、デザートにパイナップルかぁ」

　献こん立だて表ひようを見た蒼司朗は、瓶びん牛ぎゆう乳にゆうを一本もらってから、トレイを取って料理をもらうカウンターへの列、清きよ志し朗ろうの後ろに並んだ。

　食堂はセルフサービスなので、並んで前進しながら、自分の食べる料理をもらっていく。まずきんぴらゴボウの小こ鉢ばちを取って、自分のトレイに載のせた。次はアジフライと目玉焼き、サラダの皿だ。熱あつ々あつがいい味み噌そ汁しるや、好みの盛もりを頼めるご飯は最後にもらう。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピチュ」

「「（しゅー）」」

　果くだ物ものが大好きなピヨ四し神じんは、先に食堂にいる皆みなが食べているデザートを見て大喜びだ。

（わかったわかった）

　カウンターに沿そって片手でトレイを運びながら、蒼司朗ははしゃぐピヨ四神を宥なだめる。




　霊れい力りよくのない清志朗には、ピヨ四神がどこでどうしているのかわからないが、何を見てどんな反応をするのかは、想像がつく。

「蒼くんのデザートは、僕のを半分こしようか」

　今日の献立で、お子さま味覚のピヨ四神が一番喜びそうなのが、デザートのパイナップルだ。喜んで食べるピヨ四神を見たなら、蒼司朗は自分が食べる分まで、ピヨ四神に食べさせてしまう。蒼司朗もパイナップルが好きなのに、食べられないなんて清志朗は嫌いやだ。

「あ、清志朗くん、それしなくていいかもしれないよ」

　清志朗の前に並んでいる斉さい藤とう正まさ則のりが、振り返ってにこっと笑った。

　カウンターからガラス鉢に入ったパイナップルを取った斉藤正則は、奥で作業をしている調理師に声をかける。

「すみませーん、パイナップルの余りって、ありますかー？」

　斉藤正則の声で振り向いた調理師の宮みや迫さこは、斉藤正則から数えて二人後ろにいる蒼司朗を見つけた。

「はいはい、余ってますよ」

　にこにこと微笑ほほえんでカウンターに近づいた調理師の宮迫は、アジフライの皿を取った蒼司朗のトレイに、パイナップルの入ったガラス鉢を二つ置いた。

「ミギャ！」

「キュイ！」

「チュピッ！」

「「（しゅー！）」」

「え？」

　ピヨ四神だけでなく、蒼司朗もびっくりだ。斉藤正則は清志朗越しに、蒼司朗へ話しかける。

「奥庭の四神様と一緒に食べてたら、蒼司朗くんの食べる分、少なくなっちゃうんだって？」

「あ、いや、それはオレが勝手にやってることだから」

　蒼司朗が実際に、きっちり一人前食べることができないのは事実なのだが、ピヨ四神が食べるせいで少なくなる、と公言するのは聞こえが悪い。慌あわてる蒼司朗を見て、斉藤正則は失言したことに気づく。

「言い方が悪くて、ごめん。それでね、余るものがあって、奥庭の四神様の供く物もつになりそうならくださいって、お願いしてみたんだ」

　全ぜん寮りよう制せいの帝都学園の食堂は、きちんと栄養とカロリーを計算しているので、健康管理のために残してはいけないとされているが、人によっては食べられないものがある。

「パイナップルの苦手な子がいたのよ。食べると、口の中がかゆくなるんですって」

　生のパイナップルやメロンの酵こう素そが、体質にあわない者はいる。加熱すれば大丈夫なのだろうが、食堂の調理室としては、全員の個人的な事情すべてに対応できない。奥庭の四神様に食べさせながら食事をする蒼司朗の量を、他の者より少し多くしてくれと頼めないのと同じだ。

「これも駄だ目めかな？」

　余計なことをしただろうかと、斉藤正則は蒼司朗に訊たずねる。




　大勢からたくさんの供物が贈おくられる可能性があるので、奥庭の四神様への供物は帝都神社を通すこととし、蒼司朗へ渡すことは禁止されている。




「ミギュギュ」

「キュウ」

「チュチュピチュ」

「「（しゅー）」」

（えーと、どうなんだろう）

　ピヨ四神に注目されながら、蒼司朗は困こん惑わくする。




　助けを求めるように斉藤正則や熊くま谷がい融とおるに見つめられ、清志朗は考える。

「────不公平だって皆に思われないのなら、いいんじゃないかな？」

　寮で出される料理の皿を、無断で人より多く取っていくのはよくないが、調理師が渡してくれたのなら問題ない。食堂の利用が最後になって、それまでの利用者よりも、盛りがいくらか多くなることは、ときどきある。

　可か愛わいい奥庭の四神様へ供物を捧ささげたいのは、他の帝都学園高等部の生徒や職員も同じだ。供物として用意したものではなく、『たまたま余っていたもの』を調理師が蒼司朗にくれるのは、供物としてカウントされないだろう。

「だから、よかったら食べてちょうだい」

　にっこりと調理師の宮迫は微笑んだ。周りの者たちも皆、にこにこと蒼司朗を見つめている。

「ありがとうございます」

　蒼司朗は皆の厚意に甘えることにした。




　奥庭の四神様に食べさせてしまうからと、清志朗が自分のものを蒼司朗と分けあう必要はなくなった。

（斉藤くんが考えてくれたことは、正しい）

　誰も不満に思わないなら、余るものをもらうのは、ありだろう。そのほうが、蒼司朗はきちんと食事ができる。




「ドウしたネ？　清志朗」

　ご飯茶ぢや碗わんをトレイに置いた清志朗へ、味噌汁を注そそいだ椀わんを差しだして、調理師のハイムエンデは首を傾かしげた。俯うつむいていた清志朗は、顔を上げたら至し近きん距きよ離りでハイムエンデと向かいあってしまい、びっくりする。

「どうもしません、けど」

「そうケ？　顔上げタほうが、男前ジャキ」

　ちゃんと顔を上げろとばかりに手を伸ばし、清志朗の耳の上あたりに触ふれたハイムエンデは、髪かみを直してやって、にこにこと微笑んだ。

　ご飯の茶碗をトレイに置いた蒼司朗は、清志朗に触れたハイムエンデを見て、何ごとかと思う。

「ハイムさん？」

「ん？　ナンもないゼヨ」

　にこにこっと微笑んで、ハイムエンデは清志朗から手を放す。

「うん、本当に何もないよ、蒼くん」

「そう？」

　何もないと言われても、やっぱり少し蒼司朗は気になる。




　清志朗を気にしている蒼司朗に、ハイムエンデは味噌汁の支し度たくをする。汁しる椀わんを取る前、ハイムエンデは手の中にあった小さなモノを、ぷつっと潰つぶした。潰されたモノは、その瞬しゆん間かん、黒い塵ちりと化し、跡形もなく消え失うせた。

「ミギュ？」

「キュ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　何？　今の、とピヨ四神は反応したが、危険なものは感じない。

　ハイムエンデは素そ知しらぬ顔で、蒼司朗に味噌汁の椀を渡し、仕事を続けた。




　臨りん時じ職員として帝都学園高等部の寮の食堂に雇やとわれた調理師、ハイムエンデの本職は幻げん獣じゆう使つかいであり、ひとつの身体からだの中に、昼と夜で分かれる二つの人格を持っている。

　昼間のハイムエンデ『ハイムダル』が考えたことは、夜のハイムエンデ『エンディミオン』にはわからない。ただ、ハイムダルが見たもの聞いたものについては、エンディミオンは追つい体験として知ることができる。




　ハイムダルが眠りに就つくと同時に人格が切り替わり、エンディミオンとして起きあがったハイムエンデは、寝台に座ったまま、ハイムダルが昼間に何をしたのかを探さぐる。

「……清志朗に憑つけた幻獣を取ってしまったのか」

　ふうんと唸うなったハイムエンデの周りを、ハンガーにかけた服のポケットから出てきた、透すきとおった身体を持つ細長い幻獣が、ひらひらと鰭ひれを靡なびかせながら優ゆう雅がに飛んだ。




　清志朗に憑いていたのは、とても小さな幻獣だ。

　小さいから、ほんの少しだけ、幸福を吸いあげる。幻獣に幸福を吸いあげられた者は、ほんの少しだけ幸福感を失い、思考が後ろ向きになり注意力を欠かくようになる。

　それによって、失敗が多くなるし、些さ細さいなことで傷つくようにもなる。劇的に大きな災さい厄やくをもたらすものではないが、この幻獣を憑けられた者は、地味に不幸になっていき、疑ぎ心しん暗あん鬼きや被ひ害がい妄もう想そうになる。

　幸福を吸って大きくなると、色々な方面の術者に見つかりやすくなるのが、この幻獣の難なん点てんだ。

　憑いた者の幸福を吸いあげる能力しかなく、反はん撃げきしない脆もろい幻獣なので、わりと簡単に退治されてしまうが、嫌がらせとしてはそれなりに効果がある。

　とくに、清志朗のように、叱しかられたこともない優等生で、これまで何でもそつなくこなしてきた者は、小さな不幸感の積み重ねに対して耐たい性せいがない。




「まぁいい。ハイムダルに見つかるくらいの大きさになっていたのだからな」

　へっぽこ幻獣使いのハイムダルが見つけてくれて、手間が省はぶけたとするべきか。他の誰かが見つけていたなら、清志朗にちょっかいを出したことを知られていただろう。外見こそ蚤のみのようだが、あれは自然にいる虫などではないと、見る者が見たならわかる。

　清志朗にあの幻獣を憑けたのは、ウォーター・リーパーを帝都に放ったころだ。そろそろ取り去らねばならないだろうと、エンディミオンは思っていた。




　朝の早い仕事なのでハイムエンデの就しゆう寝しん時間は早いが、夕食を終えた寮生たちは、入にゆう浴よくしたり勉強したりと、寮の中はまだ賑にぎやかだ。

「夢の中で会おう、清志朗くん」

　エンディミオンは酷こく薄はくな笑みを浮かべた。夜の人格であるエンディミオンは、他人の夢の中に入りこむ『夢渡り』ができる。夢の世界でのエンディミオンは、どんな不ふ可か思し議ぎな事象も成なし遂とげる、絶対の支配者だ。




　細長い幻獣が、ひらりひらりと回遊する室内で、寝台を出たエンディミオン────ハイムエンデは外出着に着替える。

「外に放った幻獣の様子を見に行くぞ。来い、ヴォルガ」

『キィ……』

　ハイムエンデは窓を開け、ふわふわっとまとわりついた幻獣が、彼の身体を持ちあげる。幻獣の背に乗ったハイムエンデは、水の中を泳ぐような動作で緩ゆるやかに飛ぶ幻獣とともに、寮の外へ出た。




　地方都市では夕飯の時間になるころには、ほとんどの店が閉まってしまうが、帝都の夜は賑やかだ。夜の時間を楽しむ大人は、映画や音楽会に足を運んだり、買い物をしたり、飲食店を利用したりしている。大勢の警けい官かんが巡じゆん回かいしている帝都は、夜でも昼間と変わらず治安がいい。

　宙を泳ぐ透とう明めいな幻獣と、その背に乗る外国人の姿は幻げん想そう的てきで異様だが、注目する者は誰もいなかった。ハイムエンデを目もく撃げきしたという記き憶おくは、それを感知したヴォルガによって、食われてなくなってしまう。見ていても、見ていないことになる。

　エンディミオンは昼間でも、幻獣使いとしてのハイムダルが行動しやすいように、記憶の処理をするようヴォルガに命めいじている。

　育ての親だった幻獣使いの老人が亡なくなった今、すぐ近くにいても、ハイムエンデに気づく者は誰もいない。ハイムエンデを見つけない。────小さな姿をした神様を連れた、あの少年以外は。

（誰かに見つかるのは、面倒なはずなのに）

　ハイムダルとエンディミオンを見分けた、あの小こ柄がらな少年にだけは見つけてほしい。そんな気持ちで胸むねがざわつくのを、エンディミオンは感じる。




　公こう儀ぎ隠おん密みつの『くのいち』柳生やぎゆう真ま純すみは、忍しのび装しよう束ぞくで自主的に帝都城下の巡回を行っていた。

（誰かに後をつけられている気がするって、白しら女じよの子の苦情が最近増えてる）

　白しら百ゆ合り女学院に在学中、朱す雀ざくの戦士である芙ふ蓉よう薫かおる子こを盗とう撮さつする者はいなかった。

　芙蓉薫子は、炎を操あやつる朱雀の加か護ごを受ける戦士だ。許可を得ていない者がファインダーに芙蓉薫子を収めようとしても、フィルムやカメラは朱雀の力の影えい響きようを受ける。撮影された像は必ず歪ゆがむし、撮影者が悪質な場合は発火する。

　芙蓉薫子の近くにいれば、誰も盗撮の被害に遭あうことはない。

　芙蓉薫子が白百合女学院を卒業して、帝都大学に進学した今年、夏の制服になるときは要注意だと柳生真純は思っていた。まさしく、危き惧ぐしていたとおりだ。

（複数で歩いていても、執しつ拗ようにつけ回す。人通りの多い場所では、いなくなる）

　噂うわさに聞いた盗撮犯かストーキングは、今後行為をエスカレートさせないとも限らない。標ひよう的てきになりそうな女性を見つけたら、柳生真純はその女性を追つい跡せきして観察し、どんな者たちが女性の後をつけているのかを突き止めようとしていた。

　夜の闇やみに溶けこむ装束で物もの陰かげに身を潜ひそめ、女性の後をつけている者がいないか、注意深く探っていた柳生真純は、背後からの視線を感じ、ぎくりとする。

（わたしを見てる人がいる？）

　白百合女学院に通う現役の女子高校生だが、柳生真純は若様の警けい護ごと四神の戦士への連絡係を任されている公儀隠密だ。候こう補ほ生せいではない。

（気のせいならいいんだけど……）

　神経質になっていると、ありもしない気配を感じてしまうこともある。思い違いであることを願いながら、柳生真純は身を潜めていた物陰から、音もなく移動する。

　背後に感じる視線は、同じ距離を保たもつようにして、ついてきた。

（気のせいじゃない）

　しかも、複数だ────！

（何!?　どんな連中なの!?）

　移動する柳生真純は、帝都城下の巡回警けい備びをしている警けい官かんや、公儀隠密候補生たちのすぐ近くを通ってみたが、皆みな無反応だ。柳生真純一人が移動しているのなら、公儀隠密としての何か急ぎの用事かと思うだろうが、追われているのを放置されるなどありえない。

　周りに気づかれることなく、複数で公儀隠密の後をつけるなんて、ただ者ではない。塀へいの上を移動しても、木から木へ飛び移っても、影のように音もなくついてくる。

（こんなの、わたし一人じゃ────）




「真純」

　すぐ目の前のＴ字路になった場所に、公儀隠密候補生の青年が現れた。名を呼ばれた途と端たん、執しつ拗ように追ってきていた気配が消え、柳生真純はほっと安あん堵どする。

「────蘭らん丸まる兄さん……！」




　夜間の巡回警備を行っていた柳生本家の長兄・柳生蘭丸は、忍び装束を着て駆かけていた妹を怖い目で見る。

「お前、もう勤きん務む時間外だろう。こんな遅くまで、何をしているんだ？」

　公儀隠密の勤務時間は、翌よく日じつの勤務に差し支つかえないよう、配はい慮りよして決められている。時間外に忍び装束で何かしているのは、望ましくない。

　柳生真純は、蘭丸の前に立つ。

「白女の子たちが、最近つけ回されてるって噂してたから、確かめようと思って……！　蘭丸兄さん、わたし今、つけられてた！」

「何!?」

　柳生蘭丸は妹を自分の背後に庇かばう。

「蘭丸兄さんが来て、逃にげたみたいだけど……」

　慎しん重ちように柳生蘭丸は辺りの気配を探ったが、真純の言うとおり、誰もいないようだ。

「わたし、公儀隠密の本部に行って、知らせてくる」

　公儀隠密である柳生真純の後をつけていたのに、周りに気づかれない曲くせ者ものの存在は、見過ごすわけにはいかない。

「いや、帰れ。今のお前じゃ駄目だ」

「でも！」

「風呂に入って寝なさい」

　柳生蘭丸に強く言われ、真純は言葉を失い、視線を落とした。

「……はい」

　今の自分では駄目だ、そう言われて思い当たるところが、柳生真純にはある。




　忍者は気配を消し、人知れず活かつ躍やくする。その修業は『六ろく無む』である。『六無』とは、すなわち、無色、無形、無む跡せき、無声、無息、無む臭しゆう。後に挙げられるものほど、難しい。

　厳しい修業を積んで様々な技を身につけたとしても、己おのれの臭においを消すのは、自分で判断できないので、相当に困こん難なんだ。

　だから忍者は常日頃から、禁酒・禁きん煙えん、辛からいもの・臭くさいもの・油っぽいものを食べない、甘いものや塩しお辛からいものを食べないということを心掛ける。

　公儀隠密候補生には、やや緩ゆるいところもあるが、正式に公儀隠密として任務を遂すい行こうする柳生真純は、六無でなくてはならない。だが六無であるよう心掛けていても、完かん璧ぺきではいられないときがある。

　月に一度、女性の身体であるがゆえに。

　要人の警護の際など、男だけでは不ふ都つ合ごうなこともあるので、公儀隠密に女性は必要不可欠だ。くのいちの勤務時間は、任務遂行のため、身体のサイクルも考こう慮りよされている。くのいちの勤務時間外の行動は、他の公儀隠密たちにとっても望ましくない。




　しゅんと肩かたを落とした柳生真純に、蘭丸は知らせておく。

「行方ゆくえ不ふ明めいの届とどけが出されていた犬と猫ねこの死し骸がいが計四つ、側そつ溝こうや草むらで見つかった。どれも全身の血を抜かれていた」

「それって……！」

　柳生真純は驚いて顔を上げ、蘭丸は頷うなずく。

「猟りよう奇き殺人に発展する可能性もある」

　小動物の殺害を繰くり返し、その後のち人間を手にかける。そんな犯罪者がいる。

（もしもそれが、さっきわたしを追いかけてたような奴やつなら）

　想像して、柳生真純はぞっとする。

「お前を追っていた者がいたというのは、僕が報告しておく。明るい道を通って帰りなさい」




　交番勤務の巡じゆん査さからの報告を受け、任務として帝都城下に急行した公儀隠密候補生・柳生藤ふじ丸まるは、女性が何者かに襲おそわれかけたという路ろ地じで、眉まゆを顰ひそめる。

（……硫い黄おうの臭い？）

　襲われかけて逃げた女性は、背後で何かが光ったようだと言う。

（拳けん銃じゆうか）

　発はつ砲ぽう音おんは誰も聞いていないらしいが、この硫黄臭は、まるでここでついさっき、銃じゆう撃げき事件でもあったかのようだ。

　警官の使う拳銃の弾たまは、厳しく管理されていて、一発の紛ふん失しつも許されない。発砲したのが警官なら、発砲の記き録ろくが残っているはずだから、この路地で発砲したことを、柳生藤丸に知らせているだろう。知らされていないのなら、警官以外の発砲か。

　たまたま、女性の背後にいた何者かが誰かに追われていて、消音器を使用した銃撃があったというのなら、引き金が引かれた際に銃口が光って見えたのだろう。

　拳銃は薬やつ莢きように仕込んだ火薬を爆発させて、弾を射しや出しゆつするものだ。周りが暗くらければ、一いつ瞬しゆんだが炎が見える。それならば硫黄臭がすることにも、辻つじ褄つまが合う。

「血の臭いは、しねぇな」

　ここで本当に銃弾が発射されたのなら、怪け我が人にんがいるか、外はずれた弾がどこかにあるはずだが────。
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　憑ついていた幻げん獣じゆうを取り去られても、その影えい響きようはすぐに消えてなくなるわけではない。好このましくないことが頻ひん繁ぱんに起こったのが、幻獣のせいだったと知らない者は、気持ちを切り替えられない。

（もう失敗しないようにしなくちゃ）

　清きよ志し朗ろうは忘れ物がないよう、しっかり予定を確かめて、就しゆう寝しんした。

（明日は、大丈夫）

　そう自分に言い聞かせるのは、不安だからだ。




『お前は必要とされていない』




　眠りの中、聞こえた冷ひややかな声に、清志朗はぎくりとする。聞き覚えのある声だが、誰なのかはわからない。

（そんなことは、ないよ）

　清志朗は高校生として学校生活を送っているだけではなく、色々なことをしている。

　学年代表の役員をしていることもそうだし、家業の跡を継つげるように幼おさないころから作業現場で修業して、事務関係のことも教えてもらっている。帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんした従い兄と弟この蒼そう司し朗ろうが、高校生として、望もち月づき造ぞう園えんの一人として活動できるよう、サポートしている。これは清志朗にしか────。




『お前がやっていることは、お前じゃなくてもいい、誰だれでもできることだ』

　声は清志朗の心を見み透すかすように、嘲ちよう笑しようした。




（そんな、ことは────）

　きっぱり否ひ定ていしたいのに、清志朗は気持ちが揺ゆらいでいるのを感じる。




『疑うなら、確かめてみればいい』

　そうすれば、はっきりする。




（それは……）

　その言葉は間違いではないだろう。しかし。




『俺はお前を必要としている。お前にしかできないことだ』




　言われて、清志朗はどきりとする。

（僕にしか）

　清志朗へ届いた言葉は甘い。そしてそれは、真ま面じ目めで律りち儀ぎな優しい少年である清志朗が、簡単に聞き流せないものだ。

（僕にしか……）

　それが真実なら、頼んでいる者は困っているだろう。

（僕にできるなら────）




　夢から、眠っている清志朗の意識に接せつ触しよくしたハイムエンデ────エンディミオンは、優ゆう雅がに脚あしを組んで帝都タワーの鉄てつ骨こつに腰こしかけ、にやりと笑う。

「捕つかまえた」

『キィ……』

　すいっと宙を泳ぐように、細長い幻獣がハイムエンデの横を飛ぶ。

「いや、連れてくる必要はない」

　帝都学園高等部の寮りようへ行こうとした幻獣は、ハイムエンデの声を聞き、くるりと向きを変えた。

「清志朗は納なつ得とくして、協力者になる」

　だから、連れてこなくてもいい。




　その朝、蒼司朗の目覚まし時計は鳴らなかった。




「────ジリリリリリリ……！」




「……ん……」

「……ミギュ」

「キュウ……」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗とピヨ四し神じんは、少し遠いベルの音を聞き、もぞもぞと身じろぎする。

　振しん動どうが伝わってこないので、枕まくらの下の目覚まし時計が鳴ったのではないらしい。

（────何時……？）

　蒼司朗は枕の下に手を入れて、目覚まし時計を摑つかみだす。

「二時四十分……」

　ぼーっとしたまま、薄うす明あかるい室内で、蒼司朗は針はりの示す時間を見つめる。

（まだ夜中だ……）

　時計が示している時間は夜中だが、部屋の中は薄明るい。

「は!?」

　この明るさは、朝だ。

　ぎょっとして眠気が吹っ飛び、蒼司朗は飛び起きた。蒼司朗の腹の上に乗って眠っていたチビ白びやつ虎こが、ころりと横に転げ落ち、撥はね飛ばされた掛かけ布ぶ団とんを被かぶったチビ玄げん武ぶは、その下でもぞもぞする。

　日の出が早くなったのに合わせて、早朝から起きだしてドタバタしている日もあるが、今日のピヨ四神は、早起きではないようだ。

　蒼司朗は身体からだを起こし、壁かべにかけてある時計を見る。

（よかった、いつもの時間だ）

　正確には二分ほど遅いが、このくらいなら寝過ごしたうちには入らないだろう。

　ほっとした蒼司朗は、手の中の時計に目をやる。

（……動いてない）

　目覚まし時計は止まっていた。

　止まった時計を握にぎったまま、ベッドに上半身を起こした蒼司朗は呆ぼう然ぜんとする。

（いつもと同じようにゼンマイを巻まいたのに）

　止まるなんて────。




「────ジリリリリリリ……！」




　目覚まし時計のベルの音は、蒼司朗の使っている二段ベッドの下の段から聞こえていた。

（清ちゃんの目覚まし時計が鳴ってるんだ）

　だが、これは清志朗が起きなければいけない時間ではなく、蒼司朗が起きる時間を教えてくれるベルだ。




　一緒に起きて、出かける蒼司朗を見送るために、清志朗はいつも目覚まし時計を仕掛けていた。清志朗の目覚まし時計が鳴るのを聞いたことがないのは、それが鳴るより少し先に蒼司朗の目覚まし時計が鳴って、起きだす気配で一緒に目を覚まし、鳴らないようにしてしまうからに違いない。




（まだ眠ってていいよって、オレ、言ってたけど）

　清志朗が鳴らしてくれた目覚まし時計の音で、寝ね坊ぼうせずに済んだ。

（ありがとう、清ちゃん）

　賢かしこい清志朗は、こういう万一のことを考えて、目覚まし時計を鳴らす準備をして一緒に起きてくれていたのに違いない。

　蒼司朗は身み支じ度たくを始めるため、ベッドを出る。

（清ちゃん）

　梯はし子ごを下りながら、おはようと声をかけようとしたが、清志朗はこちらに背を向けていた。眠くて目が開かないようなときでも、目覚まし時計の音で起きていたなら、清志朗は寝返りを打って、こっちを向いてくれている。背中を向けているということは、起きていないのだろうと蒼司朗は思う。

（昨夜ゆうべも疲つかれてる顔してたよね）

　最近、清志朗が少し元気のないように思えたのは、身体を休める時間が足りなかったせいかもしれない。作業中に何かを失敗したのも、きっと疲れていたからだ。清志朗は皆みなから信頼されていて、いつもとても忙いそがしい。

（眠ってて）

　蒼司朗がいなくなったことに気づき、ピヨ四神は目を覚まして、きょろきょろする。

「ミギュ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

（しー。ドタバタしないでね）

　ここにいるからとピヨ四神に手を振って、蒼司朗は清志朗を起こさないように、寝間着代わりのスウェットの上下を脱ぬいだ。




　着替えを済ませた蒼司朗は、脱いだ服をベッドの上に置く。

「ミギャギャ」

「キュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　お出かけを待ち構えていたピヨ四神は、伸ばされていた蒼司朗の手へ飛びついた。きゅんきゅん甘えながら、ピヨ四神は居い心地ごこちのいい、いつもの位置に向かう。

（清ちゃん）

　蒼司朗は清志朗のベッドを見たが、清志朗はさっき見たときと変わらず、こちらに背中を向けている。

　一緒に朝食をとるので、清志朗とは帝都神社の社しや務む所しよで会える。

（いってきます）

　清志朗を起こしたくなくて、蒼司朗は心の中でそう言ってから、枝えだ打うち斧おのと鞄かばんを持って静かに部屋を出た。




　パタンとドアが閉まり、軽い足音が遠くなって、清志朗はぎゅっと目を瞑つむる。
















（蒼くん……）

　一回目に目覚ましのベルが鳴ったときから、清志朗は起きていた。起きだした蒼司朗が、出かける支し度たくをする音を、背中を向けて聞いていた。

（一言もかけてくれなかった……）




　────お前は必要とされていない。




　夢の中で聞いた冷たい声が、頭の中で反響する。

（まだ、起きなくていい。もう少しだけ、横になって、それから……）

　ぎゅっと目を閉じたまま、清志朗は胎たい児じのように身体を丸める。

　出かけるまでには、まだ時間がある。目覚ましが鳴るまで眠っていたはずなのに、清志朗は眠ったような気がしない。身体も瞼まぶたも、重い。

　まるで夢の中に引きずりこまれるように、清志朗の意識は眠りへと沈む────。




　奥庭の作業をしながら、蒼司朗は思い出す。

（あの目覚まし時計が止まったの、二回目だ）

　四年半前。あのときも、時計は突然止まっていた。いつものように、ちゃんとゼンマイは巻いていたし、時間が遅れるとかいう前ぜん兆ちようもなかった。

（四年半ごとに止まるようになってるのかな）

　そうでなければ……。




「ミギュ？」

「キュイキュイ」

　作業の手が止まっている蒼司朗へ、ピヨ四神が近寄った。

「ピ」

「わ！」

　頭の上にチビ朱す雀ざくが落ちてきて、蒼司朗はびっくりする。

「こら、危ないよ……！」

　蒼司朗は剪せん定てい作業中で、鋏はさみを使っている。

「「（しゅー）」」

　足元に来たチビ玄武が、蒼司朗の左足に寄り添った。ピヨ四神に見つめられ、蒼司朗は微笑ほほえむ。

「ごめん、大丈夫だよ。オレの考えすぎだから」

　蒼司朗は意識を切り替える。

（集中しないと！）

　ここは帝都城の奥庭で、蒼司朗は庭仕事を任されている職人なのだ。

「もう終わらせるから、待っててね」

　蒼司朗はピヨ四神を撫なでて、今日予定していた作業を終わらせる。




「ちょっと遅くなっちゃった……！」

　ピヨ四神を連れて、帝都神社に走って戻った蒼司朗は、急いで食事に向かう。

　社務所に支度してあった朝食は、一人分だ。

（あれ？）

　一人分しかないということは、食事をするのは蒼司朗一人だけ。清志朗はここで食べないらしい。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　ご飯だご飯だと大喜びで蒼司朗から離れ、ピヨ四神は卓たくに飛び乗った。

「急いで食べないと、遅ち刻こくしますよー」

　近くの丸まる椅い子すに腰かけた小お此この木ぎ神官長は、のんびりお茶を飲みながら新聞を読んでいる。

「おはようございます、小此木神官長。あの……」

「蒼司朗様、まだ召めしあがっていらっしゃらないんですか？　遅刻しますよ」

　お茶の入った湯飲みを運んできた鈴すず宮みや神官は、弁当箱の蓋ふたも開けていない蒼司朗を見て驚く。

　時計を見ると、本当に遅刻ぎりぎりの時間だ。

「すみません……！」

　蒼司朗は席に着き、急いで弁当箱の蓋を取り、ピヨ四神が食べやすいように調理してある白しら和あえや、ふんわり炒いり卵を取り分けた。

「ミギャギャッ」

「キュキュッ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

「いただきます！」

　朝ご飯に突とつ撃げきし、わふわふと食欲旺おう盛せいなピヨ四神を眺ながめながら、蒼司朗は食事をする。




（こんなの、聞いてないよ）

　今日は朝食を一緒にとれないのだと、清志朗が言い忘れたとは思えない。

（具合が悪かったのかな……）

　ゆっくり眠ってほしくて、蒼司朗は横になっている清志朗に声をかけず、顔も見ずに出かけてしまった。あのとき、もしかしたら清志朗は具合が悪くて、起きられなかったのかもしれない。

（どうしよう、オレ……）




　奥庭の四神様に供きようするため（お世話係の蒼司朗はオマケ）、帝都の有名料りよう亭ていで支度されている朝食と昼食は、素材も吟ぎん味みされ、とても美お味いしい。とても美味しいはずなのだが。

（清ちゃん……）

　清志朗のことが気になって、今日の蒼司朗は味がわからない。




　取り分けてもらったものをすべて頰ほお張ばって、チビ白虎は顔を上げる。

「ムゴ？」

（あぁ、ゴメン……！）

　蒼司朗はピヨ四神の食べる分を、急いで追加する。




　食欲はなかったが、いつものように朝食を完食し、蒼司朗はピヨ四神を連れて学校に向かう。帝都学園高等部までは走って行ったが、校門の手前で予よ鈴れいが鳴った。生徒の姿の見えない下げ足そくルームで急いで靴くつを履はき替え、蒼司朗は教室へと急ぐ。

「廊ろう下かを走るな！」

「すみません！」

　途中で会った教きよう諭ゆに叱しかられながらも、廊下を走った蒼司朗は、ＨホームＲルームを行う担たん任にんより僅わずかに早く教室に入った。

　蒼司朗の後ろの席にいるはずの、清志朗の姿はない。

（休み……）

　学校には連絡が入っていたらしく、清志朗の名前は呼ばれなかった。




「ミギャギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピッ、チュチュピ、チュン」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

　教師や他の生徒から見えないのをいいことに、ピヨ四神は授業中でも構わず蒼司朗の机の上を走り回って遊ぶ。元気なのはいいが、元気すぎるのでちょっとうるさい。しかし、今日の蒼司朗には、それを注意している余裕はない。

（清ちゃんに見せられるノートを、取らなくちゃ）

　蒼司朗は授業に出られないとき、いつも清志朗に勉強を教えてもらっている。清志朗のノートは整理されていて綺き麗れいで、とてもわかりやすい。頭のいい清志朗なら、蒼司朗のノートなんて必要ないかもしれないが、してもらって嬉うれしかったことを、蒼司朗は清志朗に返したい。




　いつも以上にしっかりと授業を受けきった蒼司朗は、ＳシヨートＨホームＲルームを終えて、ようやく脱だつ力りよくした。

（やぁっと終わったぁ……！）

　教室移動の授業があったり、準備と片づけの当番だったり、ノートを集めて教師のいる準備室に持っていかなければならなかったりと、今日はやたらと忙しかった。昼休みも、ゆっくりできていない。

「ミギャ」

「キュイ」

「チュチュピ」

「「（しゅー）」」

　べったりと机に懐なついた蒼司朗へ、ピヨ四神は大丈夫かと心配するように、前まえ脚あしや鼻はな面づらでタッチする。

（うん、大丈夫だよ）

　やわらかく慰い撫ぶされて、蒼司朗はピヨ四神に微笑む。

（職員室へ寄って、清ちゃんがどうしてるのか、先生に聞かなくちゃ）

　寮の部屋で寝てるのなら、ちょっと顔を見に戻りたいし、望月の家に帰っているのなら、蒼司朗も帰るために寮へ外がい泊はく届とどけを出さなくてはいけない。

（病院じゃなかったらいいんだけど）

　入院しなければならないような大たい病びようでないことを、蒼司朗は祈いのる。

　気合を入れ直して、蒼司朗は鞄をまとめる。




「放課後、役員会だから、帰っちゃ駄だ目めだよ」

「え？　マジ？　あー、面倒だなぁ……！」

　黒板を消していた日直の菊きく地ち徳のり康やすに言われ、上かみ条じよう潤じゆん也やは心底面倒くさそうな顔をしながら、教室を出て行った。




「……上条くんが、役員会」

　清志朗の代理で、上条潤也は役員会に行くらしい。

（いつ決まったんだろう）

　清志朗が欠席なので、役員会があるなら、誰かが行かなければいけないのはわかる。だが、その代理をいつどうやって決めたのか、蒼司朗は知らない。今日ではなく、もっと前から決まっていたのだろうか。

　腑ふに落ちない様子の蒼司朗を見て、机の横を通りかかった手て塚づか幹みき久ひさは笑う。

「四月の最初のＨＲで学級代表に決めたじゃないか。まぁ、上条くんの柄がらじゃないのはわかるけど」




　上条潤也は高校生であり、プロの棋き士しだ。高校に進学しなくてもよかったのだが、若様と同学年だったので、同じクラスになれればいいなと、記念の気分で帝都学園高等部への進学を決めた。

　棋き院いんや囲い碁ご界かいの用事のほうを優先するので、対局のある日などは欠席する。どの学校行事にも、あまり積極的に参加しない。




（オレ、そのときいたよね）

　帝都神社絡みで色々あり、欠席することもある蒼司朗だが、四月の最初のＨＲの日には、ちゃんと出席していたと思う。

「？　あれ、でも……学年代表って、学級代表から選ばれるんじゃなかった？」

　清志朗は学年代表なのだから、学級代表もしていなければおかしいのではないだろうか。

「うん。学年代表は去年から引き続き、一組の泉いずみ谷やくんだよ」

　手塚幹久に言われて、蒼司朗はぎょっとする。

「学年代表も学級代表も、清ちゃんだよ！」

「ミギャッ」

「キュ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗が大きな声を出したので、ピヨ四神と手塚幹久は、びっくりする。

　腰を浮かせた蒼司朗は、清志朗の席へ振り返った。蒼司朗のすぐ後ろの席で、鞄に教科書をしまっていた須す藤どう一かず真まは、突然大きな声を出した蒼司朗に振り向かれて驚く。

「な、何……!?」




「そこ……！」

　清志朗の席だと言いかけて、蒼司朗は自分の目を疑う。

（清ちゃんの机がない）




　蒼司朗のいる列の、机がひとつ、なくなっていた。




　手塚幹久は挙きよ動どう不ふ審しんな蒼司朗へ、訊たずねた。

「望月くん、『清ちゃん』って、誰？」
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　蒼そう司し朗ろうは手て塚づか幹みき久ひさを真まっ直すぐに見つめ返す。

「オレの従い兄と弟この望もち月づき清きよ志し朗ろうだよ。ゴメン、オレ、そういう冗じよう談だん笑えない」

　こんな悪ふざけは、洒しや落れにならない。清志朗が休んでいるのをいいことに、机と椅い子すを隠かくして学年代表ではないと偽いつわってまで、いったい何がしたいのかわからない。




「いや、冗談じゃないんだけど……」

　手塚幹久は困こん惑わくするばかりだ。




「ミギュ」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　机の上のピヨ四し神じんは、きょとんとしながら蒼司朗と手塚幹久を見み比くらべる。きょろきょろしているピヨ四神の姿を見て、蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。

（手塚くんは噓うそをついてない？）

　どんなに巧たくみな噓でも、ピヨ四神は騙だませない。悪意でも善意からのものでも、噓を言っていたなら、ピヨ四神が手塚幹久を見る目は変わっているはずだ。




　蒼司朗の後ろにあったはずの清志朗の机は、いつなくなったのだろう。

（────六時間目が始まる前には、あった）

　と、思う。いや、六時間目に配くばられたプリントを、後ろに回している。そのときには、空いた机越しに手を伸ばしあって、須す藤どう一かず真まにプリントを渡した。あのとき、清志朗の机は確かにあった。

　六時間目の歴史の授業が終わって、歴史の先生と担任が入れ替わるようにＳシヨートＨホームＲルームが始まって、連れん絡らく事じ項こうなどの話が終わって、今だ。

　清志朗に教えられるようにとがんばって授業を受け、必死でノートを取っていたとしても、真後ろにあった机が運びだされ、空いた空間を埋うめるように後ろの机が三つも前に動かされていたなら、いくら蒼司朗がへばっていても気づくだろう。蒼司朗が気づかなかったとしても、何かやってる、と蒼司朗の頭の上にいるチビ朱す雀ざくが気づいて、いつものように鳴いて知らせてくれたはずだ。




（何か、変だ……）

　不気味な感覚に襲おそわれて、蒼司朗は身体からだが冷たくなるのを感じた。

（そうだ、教きよう卓たくの座席表）

　教卓に貼はってある座席表には、清志朗の名前があるはず！




　急いで席から離れた蒼司朗は、教室の前方にある教卓へと向かう。鬼き気き迫せまる様子で前に向かう蒼司朗に、何ごとかと注目していた者たちは、避さけるように道を開けた。

　黒板を消し終わって、教卓で日誌を書いていた菊きく地ち徳のり康やすは、ずかずかと怖い顔で自分に向かってくる蒼司朗に驚く。蒼司朗を怒らせるようなことをした覚えはない。

「なっ……!?」

　思わず日誌と出しゆつ席せき簿ぼを握にぎって身を庇かばいながら、菊地徳康は教卓から離れた。

（何っ……!?）

　学年一小こ柄がらな蒼司朗に対し、二十センチ以上の身長差があるのだが、薬学者志望の菊地徳康は荒あらっぽいことが苦手な文科系の生徒だ。体格で勝まさっていても、喧けん嘩かなんてしたことがない。蒼司朗を見つめたまま後ずさる菊地徳康の背中が、黒板に当たった。




　場所を塞ふさいでいた菊地徳康がいなくなった。襲いかかるのではという勢いで、蒼司朗は教卓を覗のぞきこむ。教卓に用があったのだとわかり、菊地徳康は安あん堵どした。




（清ちゃんの、席）

　蒼司朗は食い入るように座席表を見つめる。




　教卓に貼ってある座席表に、清志朗の席はなかった。




　クラスに同じ名字の生徒がいた場合は、名字ではなく名前の最初の文字を括かつ弧こ書がきにして区別する。だから蒼司朗と清志朗の席は、『望月（蒼）』『望月（清）』と書かれているはずなのに、蒼司朗の見ている座席表には、『望月』のひとつだけしかない。

　しかもその座席表は、教卓に物が置かれた際に擦こすられたり当たったりして表面が汚よごれ、端はしが少し破れて傷いたんでおり、今日貼り替えた新しいものではないようだ。

（そんな馬ば鹿かな！）

　蒼司朗にはわけがわからない。顔を上げた蒼司朗から睨にらみつけられ、黒板まで下がって逃げていた菊地徳康は、ぎくりとする。

「それ、見せて！」

「えっ……!?」

　蒼司朗は、菊地徳康が日誌と一緒に持っている出席簿を奪うばい取って、開く。




　ここにも、あるはずの『望月清志朗』の名前はなかった。




「何で……!?」

　二年生に進級して、このクラスになってからの、四月からの記録がずっとある出席簿に、清志朗の名前がない。




　愕がく然ぜんとしながら、蒼司朗は教室の後方を見る。

　机や椅い子すは誰かが運びだしてしまえばなくなるし、座席表や出席簿の紙は差し替えることもできるが、教室に備そなえつけられているものは変えられない。




　教室の後方には、各かく自じが体たい操そう服ふくや体育館シューズなどを置いておくための、オープンタイプのロッカーがある。ロッカーは、出席番号順に使う場所が決められている。

　使っていないのは、出席番号の最後の人から後の場所だけのはずなのに、蒼司朗のすぐ前のロッカーが、ぽっかり空いていた。清志朗の荷物があるはずのロッカーには、何もない。

　ロッカーを見つめたまま、出席簿を押しつけて菊地徳康に返し、蒼司朗は教室の後方に向かう。

「……どうして……？」




　力なくふらふらとロッカーまで行った蒼司朗は、空からのロッカーを呆ぼう然ぜんと見つめる。

「……どうして、ここだけ何も入ってないんだ……？」

　絞しぼりだすように言った蒼司朗に、部活で使う絵の具をロッカーから出そうとしていた倉くら橋はし伸しん治じが言う。

「そこは、去年の人が荷物を置きっぱなしにしてたじゃないか。それがなくなったから、空いたんだろう？」

　知ってるよね？　と倉橋伸治は首を傾かしげる。




　前の年にこのロッカーを使っていた生徒の荷物が、残ったままだった。勝手に荷物を取りだして、もしも何かが壊こわれたとか言われると面倒なので、今年ロッカーを使用する生徒は教師に連絡し、残っていた荷物をそのままにした。後日、荷物を持って帰ってくれたので、そのロッカーは空いた。ロッカーの数は余っていたので、空きを詰めなくてもいいかと、そこは使わないことにした。

　クラスの皆みなで、そう決めたことだ。




（そんなことない。ここには清ちゃんの荷物があったんだ）

　前の年の生徒が荷物を置いていったなんて、そんなことはなかった。




　────蒼くん、今日の体育は体育館だから、体育館シューズがいるよ。




　一いつ昨さく日じつも、清志朗はこのロッカーから、体操服とシューズを取りだしていた。




「ミギャッ、ミギャギャッ」

「キュウゥ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　机にいるピヨ四神が不安そうに鳴いているが、霊れい力りよくのないクラスメイトにその鳴き声は聞こえず、蒼司朗も振り向かない。




「おい、テメェ！　さっきから何やってんだ!?」




　教室に響ひびき渡った篠しの原はら勇ゆう輝きの恫どう喝かつに、蒼司朗と若様以外の生徒は、びくっと身体を震ふるわせた。誰を怒ど鳴なったのだろうと、こわごわ篠原勇輝に目をやった者たちは、刺さすように鋭するどいその視線が、蒼司朗へ向けられていることを知った。

　怒鳴られたのが自分ではなかったとわかって、ひとまず安堵するが、この後どうなるのか、ハラハラしながら見守る。




（ったく、ボケが！）

　心の中で遠えん慮りよなく罵ば倒とうしながら、篠原勇輝は若様の横を離れて教室の後方に向かう。

　背中を向けている蒼司朗以外の教室中の視線が、篠原勇輝に集まっていた。

「コラ、チビ！　シカトしてんじゃねぇよ！」

　絶対に聞こえているはずなのに、蒼司朗は反応しない。舌した打うちし、蒼司朗へ近寄った篠原勇輝は、ぐいと肩かたを摑つかんで強引に蒼司朗を振り向かせる。体重の軽い蒼司朗は、たいした力を加えなくとも、簡単に振り向かせることができた。

　篠原勇輝は、蒼司朗を怒鳴りつけるつもりだったのだが。

（何だ!?　コイツ……）

　これまで見たこともない、情なさけない表情をした蒼司朗と向かいあった篠原勇輝は、驚いて声が出なかった。




　蒼司朗は縋すがるような瞳ひとみで、篠原勇輝を見上げる。

「……清ちゃんの机がなくなっちゃった……。名めい簿ぼの名前も、体操服も、何もない……」

「え？」

　震える声で蒼司朗が言ったことに、篠原勇輝は目を瞬しばたたく。
















「お前、何言って────」

「清ちゃんだよ！　今日学校に来てなかっただろ！」

　被かぶせるように怒鳴った蒼司朗の様子は、ただごとではない。




　困惑する篠原勇輝を睨みつけ、ぐっと蒼司朗は奥歯を嚙かみしめると、脱だつ兎とのごとく教室を走りでた。

　止める間もなく走り去られ、篠原勇輝は舌打ちする。

（あの馬鹿……！）

　教室に奥庭の四神様も、大事にしている枝えだ打うち斧おのも置きっぱなしだ。蒼司朗の机のほうへ振り向くと、奥庭の四神様を心配して若様がいた。篠原勇輝は奥庭の四神様を抱だっこしている若様に会え釈しやくして近づき、まだ同じ場所にいた手塚幹久と須藤一真に訊たずねる。

「おい、『清ちゃん』って誰だ？　聞いたよな？　お前ら」

　蒼司朗から聞いたはずだ。ポケットへ手を入れた、目つきも鋭い篠原勇輝は、普通に訊ねただけなのだが、不良が因いん縁ねんをつけているようだ。教室の出入り口に近いところにいた生徒は、物音を立てないように、そーっと廊ろう下かに出た。

　訊ねられた手塚幹久と須藤一真は、近くに来た篠原勇輝を見て、蒼そう白はくになる。

「す、すみません、知りません……っ！」

「望月くんのい、従兄弟で────、あれ？　なんて名前だったっけ？」

　さっき聞いたはずなのに、名前が出てこない。須藤一真は救いを求めるように手塚幹久を見たが、彼は急いで首を横に振った。二人とも、答えられない。

「ちっ！　使えねぇな……！」

　忌いま々いましげに、篠原勇輝は須藤一真の机を爪つま先さきで蹴けった。蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、動けなくなっている手塚幹久へ、腕うで組ぐみをし（てピヨ四神を抱っこし）た若様は言う。

「手塚幹久、クラブ活動に遅れるのではないか？」

「は、はい！　行ってきます！」

　渡りに舟の言葉をくれた若様の姿は、後光が射さしているように見えた。怖い篠原勇輝の前から逃げるなら、今だ。

　バスケットボール部の手塚幹久は、若様と篠原勇輝へ大きくお辞じ儀ぎして、自分の机の上に置いていた鞄かばんを持ち、教室を走りでた。手塚幹久が動いたのと同時に、須藤一真も鞄を持ってお辞儀し、急いで教室を出た。




　騒そう動どうの元げん凶きようだった蒼司朗がいなくなり、教室はぎこちないが、いつもの雰ふん囲い気きになる。




「……ミギュ」

「キュウ」

「ピー……」

「「（しゅー）」」

　抱っこされているピヨ四神は、不安そうに若様に身を寄せた。篠原勇輝は、はっと息を吐き捨てる。

「ったく、あの馬鹿、何もかも置いていきやがって……！」

「奥庭の四神様と僕がいたから、ではないかな」

　若様なら奥庭の四神様を連れて歩けるし、奥庭にも入れる。奥庭に置いていった、蒼司朗の大事な枝打ち斧を、幻げん獣じゆう退治のために届けたこともある。

「若様を使い立てようなんて、とんでもないっスよ」

　何て罰ばち当あたりな奴やつだと怒り、篠原勇輝は髪かみを搔かきあげる。




　見覚えのない二年生が、教室に入ってきて篠原勇輝と若様に近づいた。

「帝都神社から、幻獣に関して集合がかかっております」

　会釈して、そう篠原勇輝へ伝えたのは、公こう儀ぎ隠おん密みつで四神の戦士の連絡係をしている柳生やぎゆう真ま純すみだ。制服を着て帝都学園高等部へ潜せん入にゆうしている柳生真純は、違い和わ感かんなく生徒に見える。

「望月様はどちらに？」

　教室の机に鞄も枝打ち斧もあり、奥庭の四神様もここにいるのに、蒼司朗の姿が見えない。どこにいるのだろうと、柳生真純は周りをきょろきょろと見回す。

「入れ違ったんだろ。ついさっき、出て行ったぞ」

「そう、ですか」

（教室に戻ってくるのよね）

　鞄があるのだからと、柳生真純は考える。緊きん急きゆう事じ態たいでの招しよう集しゆうなら式を飛ばすが、緊急でないときには、連絡係が遣つかわされる。蒼司朗を見つけて伝えなければならない。




「アイツには、俺が伝える。お城に帰る若様を護ご衛えいして、あのボケチビの鞄と俺の鞄を持って帰れ」

　柳生真純へ言い捨てて、蒼司朗の枝打ち斧を持った篠原勇輝は、若様に一礼し、肩で風を切りながら、怒った顔で教室を出て行った。ずかずかと大おお股またで歩いていく怖い篠原勇輝を避さけて、廊下や階段にいた生徒は、さぁっと道を開ける。




（は？）

　柳生真純は、きょとんと目を瞬く。何がどうなっているのか、さっぱりわからない。若様の護衛は、公儀隠密としての任務のうちだが。

（鞄を持って帰れって、何!?）

　しかも、二人分！

　篠原勇輝は様子のおかしかった蒼司朗を心配して追いかけたのだが、その真意は、今ここに来たばかりの柳生真純へは伝わらない。

「すまない、柳生真純」

「ミギャギャ」

「い、いえ、とんでもない！」

　若様に詫わびられるなんて、恐おそれ多い。柳生真純は奥庭の四神様を抱っこしている若様に恐きよう縮しゆくし、納得できないながらも二人分の鞄を引き受けた。

（篠原様の鞄、軽っ！）

　蒼司朗の鞄は普通に一人分だが、篠原勇輝の鞄は、何しに学校に来ているのだろうと不ふ思し議ぎに思うくらい、ぺったんこで軽かったので、とりあえずよしとする。




　下足ルームにあったはずの清志朗の靴くつ箱ばこは、別の生徒が使用していた。

　望月の家にあったはずの清志朗の部屋は、客間になっていた。清志朗が使っていたはずのものは、何もない。アルバムの写真からも、清志朗の姿だけが消えていた。

　伯お母ばの梢こずえも、伯お父じの左さ近こんも、望月造園の庭師たちも、清志朗のことを知らなかった。

　寮りようにあったはずの清志朗の荷物は、すべてなくなっていた。




　二人の寮生が利用できるよう、何もかも二つずつある部屋には、蒼司朗の荷物しかない。

　二段ベッドの上の段、蒼司朗のベッドには、朝出かけたときのまま、スウェットの上下が置かれていた。ばたばたと出かけていく蒼司朗の畳たたみ方はちょっと雑なので、清志朗がいつもきちんと畳んで、ベッドの端はしに置いていてくれる。朝出かけたときのままになっている部屋を見るのは、初めてだ。

　二段ベッドの枕まくら元もとにある目覚まし時計は、止まっている。




「どう、して……」

　どこにも、清志朗がいない────。

　ぐにゃりと世界が歪ゆがんだような感覚に襲われて、姿勢を崩くずした蒼司朗は、摑まろうとした本ほん棚だなから、数冊の本を落として床に座りこむ。




　亡なくなった祖そ父ふの形見分けにもらった目覚まし時計は、四年半前に一度止まった。その日、蒼司朗は事故に遭あい、両親を亡くし、大おお怪け我がを負おった。

　今日また、目覚まし時計は止まっていた。




　四神の戦士最速を誇ほこる、白びやつ虎この戦士である篠原勇輝は、追いつこうと思ったなら、簡単に蒼司朗へ追いつくことができた。それをしなかったのは、蒼司朗がどこへ行って何をしようとしているのか、確かめたかったからだ。

（得え物ものがなかったら、全然弱っちいチビのくせに）

　加か護ごしてくれる奥庭の四神様へ見向きもせず、あれほど大事にしていた、親の形見の枝打ち斧を置き去りにして、丸まる腰ごしで教室から飛びださなければならないほどのこととはどんなことなのか、気になる。

　就しゆう任にんしたことを認めてはいないが、蒼司朗は奥庭の四神様に選ばれた奥庭のお庭番だ。蒼司朗の身に何かあっては、帝都の一大事にもなりかねないので、篠原勇輝は仕方なく、嫌いや々いや、追いかけてやった。




　懸けん命めいに何かを探し回った蒼司朗は、何も見つけられなかったという様子で、途と方ほうに暮くれた顔をして帝都学園高等部の寮に戻っていった。尾び行こうと観察もここまでだろう。

（ったく……！）

　寮に戻った篠原勇輝は、枝打ち斧を届けてやるために蒼司朗の部屋へ向かう。

（しょぼくれた面つらしやがって）

　単たん細さい胞ぼうで真っ直ぐな性格をしている蒼司朗が、あんな顔をして悩むことなんて、知れていると篠原勇輝は思う。原因は────。

（……あれ？）

　これ以上ないくらい、はっきりしているはずなのに、それが何なのか出てこない。

「────望月！」

　篠原勇輝は蒼司朗の部屋の扉とびらをノックし、呼びかける。室内に確かに蒼司朗はいるのだが、返事はない。




　廊下で誰かが誰かの部屋へ呼びかけているのを遠くに感じながら、蒼司朗はのろのろと手を伸ばして床に散らばった本を拾う。

　それは全部、巌いわ手てから蒼司朗が持ってきた本だ。

　落ちた際に開いてしまい、折れてしまったページを直そうとした本から、ぱらり何かが床へ落ちた。




「おい、いるんだろ！　望月！」

　短気な篠原勇輝は、扉を開ける。部屋の中には、やっぱり蒼司朗がいた。入り口に背を向け、俯うつむいて立っている。

「シカトしてんじゃねぇよ！」

　小さな背中に向けて怒鳴ったが、蒼司朗は反応しない。

（ったく……！）

「おい、蒼司朗！」

　呼びかけた声に、ぴくっと蒼司朗の肩が動いた。ちょっとほっとしてから、篠原勇輝はぎくりとして、視線を蒼司朗から逸そらす。

（今、俺……!?）

　親しげに名前で呼ぶなんて、ありえない。しかもそれは、とても自然に口から出た。

（望月、だろ！）

　篠原勇輝が名前で呼ぶのは、幼おさないころから家族ぐるみでつきあいのある、帝都の四神神社の者たちや、公儀隠密の関係者ぐらいだ。帝都城奥庭のお庭番に就任した身の程知らずの新しん参ざん者ものなんて、名みよう字じ呼びが普通、のはず……！




「篠原」

　呼ばれて、篠原勇輝は蒼司朗のほうを向く。

（あれ？）

　視線が合うように顔を向けたはずなのに、篠原勇輝に見えたのは、蒼司朗の頭の先だ。慌あわてて篠原勇輝は視線を下げる。

　しょぼくれて、辛しん気きくさい顔をしているだろうと思っていた蒼司朗は、強い光を宿した瞳で篠原勇輝を真っ直ぐに見つめた。

「お前は、オレがこれから言うことを信じてくれるか？」
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　今までいた人がいなくなってしまっても、その人がやっていたことは、他の誰だれかが引き継ついでいく。替かわりがきくことは代替わりするし、代替わりできないことは、なくなる。それだけのことだ。




　蒼そう司し朗ろう以外の人々の記き憶おくから、清きよ志し朗ろうが消えた。

　清志朗に関係する道具はすべてなくなり、清志朗がやっていたことは別の誰かがやっていたことになっている。清志朗が残したものも別の人のものになり、まるで最初から清志朗なんていなかったかのようだ。

　予想もしなかった突然の事じ態たいで混乱した蒼司朗だが、本の間に挟はさんだままになっていた栞しおりを見つけ、平静を取り戻すことができた。

（これはお祖じ父いちゃんが生きてたころに、オレと清ちゃんが一緒に作った栞だ）

　蒼司朗と清志朗の誕たん生じよう日びがある春休みに、祖そ父ふは帝都に里帰りした蒼司朗と清志朗を連れて花を摘つみに行き、押し花の作り方を教えてくれた。その押し花で栞を作った。




　────おめぇら二人、どんなに離れてても、会えなくなっても、忘れんじゃねぇぞ。




　祖父はそう言って、勿忘わすれな草ぐさの花を手にしながら、蒼司朗と清志朗の頭を撫なでてくれた。

　勿忘草の花言葉は、私を忘れないで・真実の友情・誠まことの愛。帝都と巌いわ手てに離れて暮くらす二人の孫へ、祖父はこの花を贈おくった。

　蒼司朗が巌手から持ってきた本の間にあった栞は、あのとき、祖父にもらった花を使って、清志朗と二人で一枚の紙を四つに切り分けて作ったものだ。




　────ねぇ、蒼ちゃん、清くんは、書きたいことがたくさんありすぎて、手紙を書けなかったんですって。昔、お祖父ちゃんと清くんと蒼ちゃんの、三人で作った栞のこと、覚えてる？　清くんがね、その一枚を、蒼ちゃんにって。




　祖父に教えてもらいながら四枚作った栞、二枚ずつにした栞の一枚を、両親を亡なくし大おお怪け我がを負おって入院中の蒼司朗へ、見舞いに来た伯お母ばの梢こずえが届けてくれた。




『僕のことを忘れないで』




　巌手へ見舞いに行くことができなかった清志朗は、この栞に思いを託たくした。手紙に書ききれなかった清志朗の思いは、ちゃんと蒼司朗に伝わった。

　清志朗のものであり、蒼司朗のものでもあったから、この栞は本の間にあった。




　蒼司朗は澄すんだ瞳ひとみで篠しの原はら勇ゆう輝きを見つめる。

「オレが忘れると、清ちゃんは消えちゃうんだ」

　本の中から見つけた栞すら、蒼司朗以外の者は、祖父に教えられて蒼司朗が一人で作ったものだと言うだろう。だが、蒼司朗は覚えている。清志朗の消失を認めるわけにはいかない。

「皆みなが清ちゃんのことを忘れてるんだって、大きな声で言ったら、オレが変になったって、皆、思うよね」




　怪我が治っても、歩いて一般生活ができるようになるまで、リハビリテーションを必要とした蒼司朗は、長期入院の患かん者じやだった。

　病院の中庭で会う入院患者にいた、他人に聞こえないものを聞いてしまう人や、見えないものを見てしまう人────蒼司朗がよく挨あい拶さつを交かわしたのは、気の弱い優しい人ばかりだった────が、周りからどのように見られていたのかを、蒼司朗はよく知っている。たとえそれが本当でも、大勢の人が見えないものが見えてはいけないし、聞こえないものが聞こえてはいけないのだ。

　だから、存在すると思っていても、皆が知らない人のことを、あれこれと言ってはいけない。




「それはオレ、ちゃんとわかってる」

　蒼司朗はきっぱりと、篠原勇輝へ言った。

「だけど、譲ゆずれない。譲ってしまうと、オレはオレでなくなる。今のオレを否ひ定ていすることになる」

　清志朗がいたから、清志朗と同じ場所にいられるように、蒼司朗は色々なことをがんばった。清志朗がいなかったら、今の蒼司朗はない。




　取り乱した蒼司朗が、ただごとではない様子で学校を飛びだしたから、篠原勇輝は後を追った。勝手に落ちついて、お役目を果たしてくれるなら、篠原勇輝や帝都にとって何の問題もない。

　だが、蒼司朗をパニックに陥おちいらせた出来事は、見すごせない。




（アイツには、四月生まれで学年の同じ従い兄と弟こがいる）

　望もち月づき造ぞう園えんの親方の子供なら、ご近所なので篠原勇輝にとっては幼おさな馴な染じみになるだろう。

（あー、マジかよ……！）

　寮りようの部屋で蒼司朗が篠原勇輝に聞かせたのは、初はつ耳みみのことばかりだ。しかし、笑い飛ばせない。納なつ得とくできるところがある。




　蒼司朗との話を終えた篠原勇輝は、柳生やぎゆう真ま純すみからの連絡と、時間まで奥庭で待たい機きするように言って、帝都神社に式を飛ばした。

　蒼司朗は話を終えたらすぐにでも清志朗を捜さがしに行きたい様子だったが、一人で外をうろつかせるのは、きっとよくない。蒼司朗の取るだろう行動を読まれていたなら、仕掛けた相手の思う壺つぼだ。

　篠原勇輝が飛ばした式で、帝都神社への集合時間が十分早められ、小お此この木ぎ神官長と津つ本もと神官、そして四し神じんの戦士が応接室に集合する。蒼司朗には、最初に指定された時間しか伝えていないので、まだ来ていない。




　小此木神官長は、くすっと笑った。

「納得できるという、勇輝くんの根こん拠きよを聞いても？」

「他は誤ご魔ま化かしがきいても、望月蒼司朗ってチビに関しては、ちぐはぐなんスよ！　でっかいモンが欠かけてる。帝都に来たときの例の外国人が見えなかったみたいに、アイツ以外の頭ン中から、『清ちゃん』っていう、人間一人分の記憶がごっそり消されてるとしか、思えねぇ……！　この俺が、何度聞いても名前が覚えられない、書き留めることもできないって、ありえねぇし！」

　だから篠原勇輝は、蒼司朗が口にした愛あい称しようでしか、皆に教えられない。ついさっき聞いたはずの名前だけが、記憶からぽろぽろぽろぽろ零こぼれ落ちるなんて不自然すぎる。

（ひょっとして、『清ちゃん』ってのは、あのチビしか使わねぇ呼び名なのか？）

　消去検けん索さく語ごとしてヒットしないので、これだけは使えるのかもしれない。




　篠原勇輝の話は、あくまで彼の主観によるものだ。

　蒼司朗に関して何かがおかしい、関係者が一人いないと聞かされても、にわかには納得できない。

　蔵くら田た実さね親ちかは小さく息を吐はく。

「そういうことも、できなくはないのかもしれないね」

「可能でしょうね」

　津本神官も、可能性は否定しない。




　帝都に来たばかりのハイムエンデは、まるで透とう明めい人間のように、帝都を警けい護ごする者たちの目に留とまらなかった。あれができたのだから、同じようなやり方で、皆から人一人の記憶を消去し、存在しなかったことにも、できるのかもしれない。




「仮にそれができたとして、いったい何のために？」

　わけがわからないと、口を尖とがらせた安あん藤どう奏かなでを、篠原勇輝は睨にらむ。

「あのチビが崩くずれる。奥庭のお庭番、天の戦士がいなくなる」

「そんな、まさか……！　関係者がたった一人いなくなっただけでしょう？」

　篠原勇輝の言葉に驚いたのは、芙ふ蓉よう薫かおる子こだけではない。天の戦士となって帝都のすべてを浄じよう化かする奥庭のお庭番は、帝都の全神官が憧あこがれる、神しん聖せいにして最上級の名めい誉よ職しよくだ。親の死に目に会えなくとも、お役目を果はたすのは必ひつ至し────。

「価値もわからずにお庭番になっちまったアイツに、俺たちの常識なんざ通じないっスよ」

　ざっくりと篠原勇輝は言いきる。




　奥庭の四神様に選出され、帝みかどに命めいじられ、拒きよ否ひ権けんなどなく蒼司朗はお庭番になったのだ。お役目を放ほう棄きしたとしても、分ぶん不ふ相そう応おうだったのだと思われるだけで、失望されたり、後ろ指を差されたりすることもなく、忘れられていくだろう。




　むうと眉まゆを顰ひそめる四神の戦士や津本神官たちから、篠原勇輝は小此木神官長に視線を移す。小此木神官長は、さっきと同じ笑えみを浮かべていた。

（ったく、この狸たぬき親おや父じが！）

　一見友好的だが、状況によって小此木神官長は、いつでも蒼司朗を切り捨てる。だから小此木神官長は動じない。




「ねぇ、勇輝くん。望月くんの『従兄弟がいる』という記憶は、彼にだけ刷すりこまれたのではありませんか？」

　小此木神官長の言うことのほうが実現は容よう易いだが、篠原勇輝はふんと鼻を鳴らす。

「あの外国人が見えたのは、あのチビだけっス。奥庭の四神様付きのアイツは、影えい響きようを受けにくいって考えたほうが楽ですよ。あのチビを噓うそつき小こ僧ぞうにすりゃ、動きたい放題っしょ」

　蒼司朗には虚きよ言げん癖へき妄もう想そう癖へきがあると思わせたなら、誰だれも蒼司朗の言葉を信じなくなる。

「奥庭の四神様のお気に入りを、そんなぞんざいに扱あつかうわけはないじゃありませんか」

　蒼司朗を疑うのは、奥庭の四神様を疑うのも同然だ。

　小此木神官長は当然のように言うが、はいそうですかと信用はできない。

（あの外国人が怪あやしい奴やつだってことを、アイツには教えてないくせに）

　もう既すでに、蒼司朗は一部蚊か帳やの外である。

「一番狙ねらいやすくて、効果のある一般人を標的にしたのなら、相当に卑ひ劣れつで勘かん弁べんならねぇが、とにかく、俺とタメの、アイツの従兄弟が消えてる！　あのチビが変なことを口走ろうとも、否定しちゃ駄だ目めだ！　おかしいのは、アイツじゃなくて俺たちのほうなんだから！　で、アイツは名字で呼んでも反応しねぇから、名前で呼ぶこと！」

「芝しば居いすればいいんだね、勇輝クン」

「面倒ですけど、それで先輩の気が済むなら合わせてあげます」

「えぇ。よくってよ」

「『蒼司朗様』とお呼びすればいいんですね」

　可か哀わい相そうな子を見る目で皆から見つめられ、篠原勇輝はばりばりと頭を搔かいた。

「自分で確かめればわかる！　そこ！　入り口の近くに立って目ェ瞑つむって、入ってくる『望月』を待って目ェ開けたら！」

「？　何ですか、それ？」

　小此木神官長が首を傾かしげたが、篠原勇輝はギブアップする。

「これ以上、俺が口で説明すンのは無理ってことです……！」

「勇輝クンは武ぶ闘とう派はだしね」

「蔵田センパイ、ホントは俺のこと貶けなしたいんですよね」

　体育会系の脳のう味み噌そ筋きん肉にく男おとこと蔵田実親は言いたいところだが、残念ながら篠原勇輝は拳こぶしで物事を解決する傾けい向こうはあっても、勉学のほうの成績もとてもいい。

「じゃあ、何が確かめられるのか、やってみましょうか。はい、皆さん、立って立って」

　何だか楽しそうな小此木神官長に促うながされ、よくわからなかったが、篠原勇輝一人をソファに残して皆は腰こしを上げ、扉とびらの近くに立つ。

（これで、いったい何がわかるって？）




　にわかには信じられず、他ひ人と事ごとという顔をする者たちから目を逸そらし、篠原勇輝は頰ほお杖づえをつく。

「……従兄弟が消えたのは、かなりキツイみたいだ。でもアイツは、俺らが同じ思いをしないかを気にしてる」

　自分だけが、その人の消失に気づく孤こ独どく。救いを求めても、自分の正気を疑われる。不ふ可か思し議ぎな目に遭あうのは、蒼司朗だけだとは限らない。

　どれほどの恐きよう怖ふか想像もできず、小此木神官長たちは言葉を失う。




　扉をノックし、廊ろう下かから鈴すず宮みや神官が声をかけた。

「望月様がいらっしゃいました」

　扉を開いて、蒼司朗が応接室に入る。篠原勇輝が言ったように、目を瞑った小此木神官長たちは、鈴宮神官の声で扉が開かれてから目を開けた。




「こんにちは、望月く、ん？」

　声をかけた小此木神官長が向かいあったのは、ふわふわの柔やわらかそうな髪かみの上に乗ったチビ朱す雀ざくだった。

「ピ？」

　見つめられたチビ朱雀は、くりっと首を傾げる。




（あれっ？）

　蔵田実親たちの目に入ったのも、蒼司朗の頭とチビ朱雀だ。

「ミギュ」

「キュウ」

「「（しゅー）」」

　奥庭から蒼司朗が連れてきたピヨ四神は、不思議そうに小此木神官長たちを見た。

「────こんにちは」

　部屋の中にいる者から声をかけられるまで、声を出すなと篠原勇輝に言われていた蒼司朗は、視線の合わない人たちに出で迎むかえられ、とても居い心地ごこちが悪い。身長が低いと、頭の上で会話される。蒼司朗が帝都に来て、こんなことをされたのは初めてだ。
















（何だろう？）

　怪け訝げんな顔をされ、蔵田実親たちは蒼司朗から視線を逸らす。




「こんにちは、奥庭の四神様」

　胸むねの奥に生じた気味の悪さを笑顔で誤魔化し、ちょいと指を動かした小此木神官長は、ピヨ四神へ金色のキラキラを飛ばした。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は、美お味いしいおやつである霊れい力りよくの塊かたまりの金色をしたキラキラに目を輝かがやかせ、ふわふわと飛んでくるそれを待ち受けて、小さな口を開ける。

　あーん、ぱっくん、うまうま♡




　予想どおりの結果になって、篠原勇輝は笑った。

「従兄弟は、蒼司朗より背が高いんですよ」

　視線が合わない理由はそれだ。お庭番就しゆう任にんを認めないと豪ごう語ごしている篠原勇輝が、親しげに名前呼びしているのは変なのだが、それがしっくりくる。




『望月くん』もしくは『望月先輩』は、帝都城の奥庭のお庭番であるこの少年のことではない。




（────なるほど）

　身体からだが覚えている、ということらしい。

　小此木神官長たちは納得する。

　頭の記憶を変えることはできても、身体で覚えていることは変えられない。どうにも収まりの悪い感覚に襲おそわれるのは、そのせいだ。




　応接室へお茶を運んできた鈴宮神官が、突つっ立ったままの小此木神官長たちを見て首を傾げる。

「皆さん、どうかなさいましたか？」

「いえいえ。さ、座りましょう」

　小此木神官長は皆を促して、ソファへ向かう。




　扉が開いたままの応接室の入り口で、新しん庄じよう神官が一礼する。

「望ぼう威いさんたちをお連れいたしました」

「蒼司朗センパイー！」

　砂の国から来た留学生は、蒼司朗の一学年下、年下でありながら、宝石店の店主で、発育がよく大人おとなのように身長が高い。図ずう体たいはデカイが小さいものが大好きなので、望威は入学式の日に出会った瞬しゆん間かんから、蒼司朗が大のお気に入りだ。

「ミギッ！」

「キュ！」

「ピ！」

「「（しゅー！）」」

　ハアハアと鼻息も荒あらく、蒼司朗へと突とつ撃げきする望威に（は見えないのだが）、身の危険を感じ怯おびえたピヨ四神は、さっと頭を引っこめる。

「抱だきつくな！」




　ゴスッ！




　手加減すると撃げき退たいに手間がかかるので、蒼司朗は枝えだ打うち斧おのの柄えを、突撃してくる望威の顔面に確実に打ちこんだ。

「ouchアウチ!!」

　ズタン！　とものすごい音を立て、一撃で望威は応接室の床に沈しずむ。

　迫はく力りよく満点の光景は、帝都学園高等部の篠原勇輝にとっては、もうすっかり日常的な騒そう動どうで、あぁまたかという感じだ。しかし、以前目撃したことがあっても安藤奏は尻尾しつぽの毛をばほばほにする猫ねこのような顔で驚き、芙蓉薫子と津本神官は目を丸くした。動じないのは小此木神官長と、Ｍっ気のある蔵田実親ぐらいのものだ。




　ソファにかけたまま、篠原勇輝は横目で望威たちを見る。

（やっぱりあの外人は、名前で呼ぶんだな）

　望威は蒼司朗と親しくなりたいし、砂の国ではファミリーネームよりファーストネームを呼ぶ傾向がある。

　望威たちの記憶から、蒼司朗の従兄弟が消えたのか、消えていないのか。『不ふ思し議ぎの色石』を所有している者は、影響を受けないのか、そのあたりはよくわからない。

　望威が蒼司朗のために尽じん力りよくしたいのは本当だろうが、彼らが帝都にとって信頼できる味方かどうかはわからない。だから、詳くわしい話はできない。するべきではない。




　顔面に柄の跡あとをつけ、白目を剝むいて倒れている望威をそのままに、宝石店の店員であり、望威の付き人でもある青年・入いり谷やは、深々と頭を下げる。

「欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつな王子が、いつもお騒さわがせいたしまして、申し訳ありません」

「いえいえ。お元気そうで何よりです」

　にこにこと微笑ほほえみ、小此木神官長は、どうぞとソファへ促した。




　蒼司朗はピヨ四神を撫で撫でして、ソファに座る。

「ミギュン」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　べったりとピヨ四神は蒼司朗に甘えた。

　蒼司朗がピヨ四神を可か愛わいがっているのは、いつもと同じなのだが。

（……元気がないのね）

　雰ふん囲い気きが違うことに、芙蓉薫子は胸の痛みを覚える。蒼司朗は明らかに無理をして、平静を装よそおっている。




「行きますよ、王子」

「yeahヤー」

　入谷の声で顔を上げた望威は、ソファに座っている蒼司朗の姿を探し、眉を顰める。

「センパイ、どうかしましたカ？」

「どうもしないよ」

「噓つくノ、いけまセン」

　望威は心配しながら跳はね起き、蒼司朗の横に座った。肩かたを抱こうとして、その手を叩たたかれるのは、お約束だ。




　鈴宮神官はソファに腰を落ちつけた皆へ、お茶とお菓か子しを出し、新庄神官とともに壁かべ際ぎわで控ひかえる。




「マタ幻げん獣じゆうなるヤ？」

　望威と一緒に来た六歳ほどの幼よう児じ・那な智ちは、揃そろった面メン子ツを見て、自分たちが呼ばれた理由を察した。

「申し訳ありません。資料が不足しておりまして……！」

　津本神官は毎まい度ど毎まい度どの協力要よう請せいに応じてもらっていることに、恐きよう縮しゆくする。

「此こ度たびは如い何かニ？」

　呼ばれた理由をまだ聞かされていなかった四神の戦士と蒼司朗は、幻獣に関係することだったのかと、居住まいを正した。
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「毎年のことですが、肌はだの露ろ出しゆつの多い服ふく装そうになる夏には、痴ち漢かんが増えます。つきまといや隠かくし撮どりによる被ひ害がい報告が、最近増えてきているというのは、知っていますね？」

　小お此この木ぎ神官長に確認されて、蒼そう司し朗ろうたちは頷うなずいたが、砂の国から来た望ぼう威いたち三人は眉まゆを顰ひそめる。

「夏に肌ハ出しませんヨ」

「隠さなくてはいけません」

「火ひ脹ぶくれヲ起こサン」

　日差しが強く、直ちよく射しや日光を浴あびると危険な地ち域いきでは、夏は長なが袖そでを着なければならない。

　津つ本もと神官は望威たちに説明する。

「太陽の光が当たる場所では日焼けをしますが、帝都の夏の日差しは、火脹れするほどの危険はありませんよ」

「wowワオ！」

　環かん境きようの違いに望威たちはびっくりだ。

　脱線してしまったので、小此木神官長は軽く咳せき払ばらいする。

「先日の『母さん助けて詐さ欺ぎ』事件で、今帝都で人気急きゆう上じよう昇しよう中の蒼司朗くんを盗とう撮さつしている人が大勢いることがわかりました。以前より、白しら百ゆ合り女学院の生徒を追いかけて、無む断だん撮さつ影えいした写真を販売している、迷めい惑わくな人たちがいることが問題になっていましたが、蒼司朗くんを撮影する人がいたことで、帝都学園高等部が動くことになりました」




　────おかしな行動を取っている人や、盗撮目的でカメラを持っているらしい人がいたら、警けい官かんや警けい備び員いんを呼ぶか、大きな声を出して知らせようって決まったんだ。




　清きよ志し朗ろうの声が耳の奥に蘇よみがえって、蒼司朗は視線を落とす。

（清ちゃん……）

　今どこにいて、どうしているのだろう────。




「……ミギュ」

　俯うつむいた蒼司朗の顎あごに、胸むな元もとのチビ白びやつ虎こが左ひだり前まえ肢あしで触ふれた。ふにっと柔やわらかい肉球が当たって、蒼司朗は微笑ほほえむ。

（ゴメン、大丈夫だから）




「この機会に、最近の被害状況について詳くわしく調査したところ、人間外のモノの仕し業わざかもしれないという、怪あやしい証しよう言げんがいくつか寄せられていることがわかりました」

「怪しい証言って……」

　眉を顰めた蒼司朗へ小此木神官長は頷き、津本神官に視線を送る。津本神官は広げたファイルに記き載さいされていることを確認しながら報告する。

「日にち没ぼつ後ごに、女性へのつきまとい行為が増えています。つきまとわれた経験のある人は、一人歩き、もしくは二人などの少数。場所はいずれも、あまり人通りがなく、薄うす暗ぐらい道。つきまとっていた者の気配は一人とは限りません。複数の視線を感じることもあります。別方向から誰だれかが来ると、つきまとっていた者はどこかに行ってしまいます」

「逃にげてしまうのでは、被害というのは大おお袈げ裟さなんじゃないですか？」

　安あん藤どう奏かなでは首を傾かしげる。つきまとわれて、怖い思いをしただろうが、それだけだ。実害といえるほどのものではない。

「はい。ですから、聞き取り調査をして、初めてわかったのです」




　聞き取り調査は、被ひ害がい届とどけを出していないものも含ふくんでいる。被害届を出そうにも、被害者は出していいのか、どうしようか迷ってしまうし、届を受理する警けい察さつ署しよでも、相手が特定できず、具体性に欠かけるので困る。聞き取り調査をして、もやもやしたまま抱かかえられていた実情が露あらわになった。




「つきまとわれたのは、女性が主おもですが、喧けん嘩かをした直後の男性や、切り傷などの生なま傷きずのある者も、つきまとわれたようです」

　津本神官の言葉から、蔵くら田た実さね親ちかは考える。

「────力の弱い者、血の臭においのする者、かな？」

「夜間に忍しのび装しよう束ぞくで隠おん密みつ行動を取っていた、真ま純すみくんも追いかけられたみたいなんですよ」

　にこっと小此木神官長は微笑んだが、優ゆう秀しゆうな公こう儀ぎ隠おん密みつである柳生やぎゆう真純まで、つきまといの被害者だったと聞いた蒼司朗たちは、ぎょっとする。

「柳生さんは囮おとり調査をしてたんですか？」

「いえ。たまたま、追いかけられて、振りきれなかったみたいです。真純くんが蘭らん丸まるくんと合流して、つきまとっていた者は姿を消したようです」

　ひょっとすると、と思った蒼司朗の言葉は、あっさり否ひ定ていされた。公儀隠密の柳生真純が、隠密行動中に追いかけられて、振りきれなかったとなれば、ただごとではない。




　つきまとわれていたという柳生真純を想像して、むうと篠しの原はら勇ゆう輝きは眉を顰める。

「……よくあれが女だってわかったな」

　真まっ昼ぴる間まに男装で帝都学園高等部の校こう舎しやに潜せん入にゆうしても、まったく違い和わ感かんなく、女子だと気づかれたことがないのに、夜間に忍び装束────発見されにくい時間帯と格かつ好こう、そして隠密行動である。よしんば発見できたとしても、すぐに女性だとはわからないだろう。

　篠原勇輝の言い方は失礼だが、残念ながら誰だれも否定できない。




「────もっと狙ねらいやすい相手がいるんじゃないですか？　わざわざ柳生センパイを選ばなくてもいいのに」

　安藤奏は、ここにいない柳生真純をフォローしようとして、微び妙みように失敗している。

「つきまとわれた公儀隠密は、柳生真純さんだけのようです」

　失敗フォローを引きずらないように、津本神官は続ける。

「つきまとっていた相手は複数のようだと、柳生真純さんは報告しています。が、彼女がつきまとわれていた際、近くにいた公儀隠密は、柳生真純さんには気づきましたが、そのつきまとい犯に気づいていません。柳生蘭丸さんとの合流で、逃げたつきまとい犯は、すぐ公儀隠密に追つい跡せきされましたが、発見できませんでした」




　つまりは、相当の訓くん練れんを積んでいる公儀隠密たちが束たばになろうとも、気配を察知するのが難しく、発見できないということだ。




「我われ々われが気になったのは、この、相手のわからないつきまといの際、それが始まったころに、被害者の背後で何かが光ったような感じがしたこと、逃げたときにも、やはり同様に何かが光ったような感じがしたこと。そして姿を消したらしい場所には、硫い黄おうのような臭いが残されていたことです。発はつ砲ぽう事件についても疑いましたが、そのような事実はありませんでした。つきまとっている者のいるところに、赤い小さな光を複数見た、という証言もあります。そして気になる点がもうひとつ。飼かい主ぬしから行方ゆくえ不ふ明めいの届が出ていた犬や猫ねこが、血を抜き取られた死し骸がいとなって、次々に見つかっています」

「漠ばく然ぜんとした情報で申し訳ありませんが、こんな感じの幻げん獣じゆうっています？」

　にこっと微笑んで、小此木神官長は望威たちに訊たずねる。

　つきまとい犯が『人』ではないと考えたなら、不ふ可か思し議ぎな点もすべて無理がなくなる。




　何かを捕とらえたわけではないので、漠然とはしているが、集まった情報は少なくはない。

　小此木神官長に問いかけられて、望威は那な智ちと入いり谷やに視線を送る。那智は頷いて答えた。

「おそらくソレは、『モスマン』也ナリ」

「モスマン……？」

　津本神官は資料にない名めい称しようを聞き、眉を顰める。

「幻獣というより悪あく魔ま方面の、魔ま物ものです」

　那智の言葉を引き継ついで、入谷は教えた。津本神官が幻獣関連の資料で懸けん命めいに調べても、わからないはずだ。

「モスマンは蛾がに似た姿をした、空を飛ぶ吸きゆう血けつ獣じゆうで、特とく徴ちようは先ほど仰おつしやられたものと合がつ致ちしますから、間違いないでしょう。モスマンはどこからともなく現れて、どこかに姿を消します。現れるとき、消えるときには、七色の光を発するとか、消えた後に硫黄のような臭いが残されているとか。赤く光る目には催さい眠みん効果があり、それで獲え物ものを捕らえて、全身の血を吸うそうです。活動時間は昼ちゆう夜やを問いません」

「犬、猫、人ヲ攫さらって襲おそワン」

　まだ人が襲われてはいないが。

「人が襲われるのも、時間の問題、と考えたほうがよさそうですね」

「退治法や弱点をご存ぞん知じなら、教えてください……！」

　那智と顔を見合わせ、入谷は言う。

「血の臭いを嗅かぎつけたモスマンは、一体と限らず、複数で出しゆつ没ぼつすることがありますが、こそこそした魔物なので、大勢の人間がいる場所には現れません。目をつけた獲物の後をつけて、襲う隙すきを狙っていても、周りに多くの人がいる場所に行ってしまったなら、速すみやかに逃げます。退治法については、わたしたちも知りません」

　特に弱点として伝えられているものはない。

「オ役に立てナクて、ゴメンナサイ」

　皆みなに集まってもらったのにと、望威は恐きよう縮しゆくする。

「いえ、こういう魔物がいるのだとはっきりわかっただけでも、とても助かりましたよ」

　にっこり微笑んで、小此木神官長はお茶とお菓か子しを勧すすめる。

　視線を送られ、津本神官は小此木神官長へ頷いた。

「魔物退治ならば、わたしたち『神官のお役目』です」




　宗教が違えば、現れる魔物の形けい態たいは変わるが、その本質は変わらない。魔を滅ほろぼすのは神なのだ。神官の浄じよう化かの力で、戦えるはずだ。




「今夜から退治にかかります。津本神官と新しん庄じよう神官は、帝都神社の神官を選出してください。鈴すず宮みや神官、四し神じん神社に連絡の式を送ってください」

「はい」

　小此木神官長に返事をし、一礼して、鈴宮神官と津本神官、新庄神官は応接室を退出する。

「四神の戦士の皆みなさんと蒼司朗くんは、四神変化するまでもないかもしれませんが、モスマン退治に加わってください」

「蒼司朗センパイが行くなら、ボクも行きマス！」

「ダメです」

　挙きよ手しゆした望威を、小此木神官長は笑顔で拒きよ否ひする。

「Whyホワイ？」

「危険だからです。我われ々われは君の安全を保ほ障しようできません。君は大切な留学生なんですから」




　親切めかして小此木神官長はそう言うが、どこまで望威たちを信用していいのかわからないというのが本ほん音ねだ。

　退出した津本神官は、モスマンという魔物について、調査し直しに行っている。情報を確認し、間違いや追加項こう目もくがなければ、今夜から退治だ。




「望威、気持ちだけもらっとく。ありがとう」

「王子、神官長と蒼司朗さんの仰るとおりです。お暇いとましましょう」

「馳ち走そうになっタ」

　入谷と那智は出されたお菓子を食べてお茶を飲み、まだ手つかずだった望威のお菓子を包んでポケットに入れると、腰こしを上げた。

「デモ、蒼司朗センパイ……」

　やはりどこかいつもと雰ふん囲い気きの違う蒼司朗のことが、望威は気にかかる。

「いつでも『呼んデ』くだサイ」

　真しん摯しな瞳ひとみで見つめて言われ、蒼司朗はどきりとする。

（あの『石』か）



















　望威は蒼司朗に、望む力を持つ『不ふ思し議ぎの色石』をどれでも使うことのできる『呼び寄せの石』を与えている。




「王子」

「疾とク帰ラン」

「嫌いやデスー！」

　引っ張っていこうとする入谷と那智に、望威はお散歩したくない大型犬のように抵てい抗こうして、がっとソファを摑つかんだ。体格どおり力もあるので、二人（一人は幼よう児じだが）がかりで引っ張っても、望威はびくとも動かない。

「望威、言うこと聞けよ」

　大きな図ずう体たいに似合わず、幼おさない子供のような駄だ々だをこねる望威を見て、蒼司朗の頰ほおが緩ゆるむ。

（コイツはいつもどおりだ）

　清きよ志し朗ろうのことを覚えていないのかもしれないが、誰に何を言われなくてもいつもの調子で名前呼びされた蒼司朗は、少しだけ気持ちが楽になった。

　蒼司朗を心配する望威の気持ちは、本物だ。

「ミギュ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　円つぶらな瞳で、ピヨ四神は望威を見つめる。

　帝都城の結けつ界かい領りよう域いきでなくても、見せてもいいかなと思ったなら、霊れい力りよくのない者にもピヨ四神の姿が見えることがある。




　蒼司朗にくっついている、ちっちゃくて可か愛わいい聖せい獣じゆう。小さいもののてんこ盛もり状態の蒼司朗は、小さいもの好きの望威にとってはストライクゾーン、まさしくど真ん中だ。間近でそんなものを目もく撃げきしてしまったら、それはもう！




「フォ────！」




　一気に萌もえメーターを振りきった望威は奇声をあげ、豪ごう快かいに鼻血を噴ふいた。

　望威の大声に、ビクゥッ！　と震ふるえたピヨ四神は、全身の毛を逆さか立だて、慌あわてて頭を引っこめて蒼司朗の服や髪かみの中に隠かくれる。

　ぎょっとして反はん射しや的てきに逃げ腰になる者たちの中、那智は動じることなくポケットから携けい帯たい用ようの布袋を取りだした。

「静せい粛しゆくニ！」




　がぼ！　どすっ！




　那智が頭から袋を被かぶせた望威の鳩尾みぞおちに、入谷の拳こぶしがめりこんだ。奇声はぴたりと止やみ、ぐたっと前のめりに倒れた望威を、入谷が小こ脇わきに抱える。

「お騒がせして申し訳ありません」

　入谷は慇いん懃ぎんに頭を下げたが、主あるじたる王子に対する所業ではない。しかし、それを気にしていると、喧やかましいのはいつまでも収まらない。




　望威を連れて退出する入谷と那智に、小此木神官長は微笑む。

「血の臭いがすると、危険かもしれませんから、お帰りの際はお気をつけて」

「オラオラもいますので、モスマンは出てこないでしょう」

　外で待っているだろう、望威の乗用駝だ鳥ちようのオラオラも加わると、モスマンの嫌きらう大人数になる。鼻血の臭いを嗅ぎつけても、モスマンが寄ってくることはないだろう。




　蒼司朗は、隠れて毛を逆立てているピヨ四神を宥なだめて撫なでながら、面倒くさいが馴な染じみのある日常を感じ、ほっとした気分になった。




　あらためて、アプローチする方向を変えて調べた結果、那智が教えてくれたモスマンという魔物は、検けん索さくに引っかかった。確かに、集めた情報と合致する。

　今回は幻獣ではなく、魔物であることに若じやつ干かんのひっかかりはあるが、人に大きな被害が出る前に退治しなければならない。




「とにかく、現れてくれないと退治できません。だから、誘さそいだしましょう」

　小此木神官長の指示で、帝都城下でモスマンが好このんで現れそうな地点を選出し、囮おとりで誘おびきだしての退治だ。まずは神官が囮になり、それでモスマンが現れなければ、公こう儀ぎ隠おん密みつへ協力を要よう請せいする。

「魔物が人間の服装を見分けられるのかどうかはわかりませんが、囮になって誘きだす役の神官には、神官装束を禁じます。蒼司朗くんと四神の戦士の皆さんは、いつもの服装で参加してください」

　蒼司朗と四神の戦士は、神官（蒼司朗だけ候こう補ほ生せい）でありながらも、まだ修学中なので、そちらの格かつ好こうで囮になる。

「女性の薫かおる子こクンはともかく、血の臭いがしないと、一人歩きをしても囮にならないのではありませんか？」

「どのくらいの血の量が必要なのかな？」

　蔵田実親と安藤奏の言葉に、小此木神官長は頷く。

「身体からだに傷をつけて、面倒なことになっても嫌いやですから、魔物退治に参加しない神官から、献けん血けつしてもらいます。城下で擦すれ違う人に驚かれないよう、ハンカチとか、衣服のどこか黒っぽいところに染しみこませるぐらいで、やってみましょう」

　作戦開始時間を決めて、四神の戦士はそれぞれの神社に戻る。蒼司朗は帝都神社の所しよ属ぞくなので、帝都神社の社しや務む所しよの部屋で仮眠を取って、作戦に参加だ。




　囮で誘き寄せ、モスマンが現れたなら、近くに待たい機きしている神官がすぐさま結界を張って逃がさないようにし、浄化して退治する。

　作戦開始時間は、一般帝都民へ危険が及およばないように、深夜となった。夜遅く帰き宅たくする一人歩きの帝都民を見つけたなら、巡じゆん回かいしている警けい官かんはできるだけ大きな道を通るように注意し、公儀隠密が適度な距離を取って同行して、モスマンが現れにくくする。




　望もち月づき造ぞう園えんが帝都西地区にあるということで、囮となった蒼司朗は、帝都学園高等部の制服姿で帝都西地区を一人歩きする。いつものように枝えだ打うち斧おのを持ってピヨ四神連れなので、本当に囮になるのかは皆疑問に思うが、蒼司朗の身にもしものことがあっても困る。

　手術が必要になったときのために、事前に採さい血けつしていた自分の血けつ液えきを帝都大学病院から取り寄せてもらった蒼司朗は、それを染みこませた小布をベルトに巻まいた。よく見なければわからないが、鼻のいいものならば、血の臭いを嗅ぎ取れるだろう。




　帝都西地区の担たん当とうとなった新庄神官は、蒼司朗に言った。

「近くで待機していますので、後をつけられているような、おかしな気配がしたら、お知らせください」

「はい」

　道の交差する場所には、いつでも結界で封ふう鎖さできるよう、神官が待機している。

　いつ魔物が出てくるだろうかと、緊きん張ちようはするが、今回は帝都神社を出たときからずっと、静かに行動している。蒼司朗にくっついているピヨ四神は退たい屈くつして、いつの間にか顔を引っこめ、すぴすぴと気持ちよさそうに眠っていた。

（夜行性じゃないんだよな）

　外がい灯とうの光も乏とぼしい寂さびしい夜道を、蒼司朗は囮となって歩く。

　チビ朱す雀ざくは鳥だから、暗いと眠くなるものだが、神様は基本『ハレ』の存在なので、ピヨ四神にとって夜は休息の時間だ。




（オレ一人で、こんなにゆっくり帝都城下を歩いたこと、なかったなぁ）

　並んだ店は閉店し、窓に見える灯あかりもほとんどなく、昼間とは印いん象しようが違って見える道を、蒼司朗は歩く。

（あの店、清ちゃんと一緒に行った。あの塀へいの上には、いつもトラジマの猫が寝てて、清ちゃんが通りかかると、肩かたに飛び乗るんだ。あそこの軒のき先さきで、ツバメが子育てしてる巣を見て────）

　帝都城下にも、清志朗との思い出はたくさんある。

（清ちゃん……）

　小さく溜ため息いきをついた蒼司朗は、歩いている道のずっと先の四よつ角かどで、ちらりと見えた人影に、はっとする。

（清ちゃん!?）

　間違いない、あの背格好は────！




　角に隠れて見えなくなった人影を追い、蒼司朗は脱だつ兎とのごとく駆かけだしていた。
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　ものすごい勢いで視界の端はしを通りすぎたものに、はっと篠しの原はら勇ゆう輝きは振り向く。

（今の……！）

　昼間に追いかけたときとまったく同じ様子の蒼そう司し朗ろうに、既き視し感かんを覚えた。魔ま物ものを退治しようという作戦中に、まさかとは思うが、見過ごすわけにはいかない。

「ワリ……！　ちょっと抜ける！」

　囮おとりとして白びやつ虎こ神社のある帝都西地区を担当していた篠原勇輝は、姿は見えないが近くにいるだろう神官に断って、駆かけだした。

（あンの馬ば鹿かチビ……！）




「────篠原勇輝様……！」

　帝都水道局の作業員服で、囮として地中に埋まい設ぼつした水道管の漏ろう水すい箇か所しよを探さぐる作業をしていた鈴すず宮みや神官が、通りを横切る篠原勇輝に気づいた。篠原勇輝は鈴宮神官へ駆け寄る。

「今さっき────」

「はい、望もち月づき様です……！」

　囮として歩いていたはずなのに、何があったのだろうと、鈴宮神官は眉まゆを顰ひそめた。篠原勇輝は小さく舌した打うちする。

「あのボケチビのことは俺に任せて、鈴宮神官は囮を続けてくれ」

　鈴宮神官は蒼司朗のことが気になるようだったが、勝手に囮をやめるわけにはいかない。任せろと言って走り去る篠原勇輝を、頭を下げて見送った。




（清きよちゃん、清ちゃん……！　どこに行くの!?　オレを置いていかないで……！）

　蒼司朗は何度も見失いながら、遠い人影を必死に追いかける。




　小こ柄がらだが、蒼司朗は足が速い。

　モスマンを退治するため、帝都城下の道のあちこちに神官が待たい機きし、警けい官かんや公こう儀ぎ隠おん密みつが巡じゆん回かいしているので、軽く考えてしまったことを、篠原勇輝は後こう悔かいする。

（どこ行きやがった!?　あのチビ……！）

　見失うたびに、怪け訝げんな顔をしている誰だれかを見つけて、篠原勇輝は走り去った蒼司朗を追いかける。




　駅前の広い通りに出るところで、蒼司朗は足を止めていた。




「ミギュ……」

「キュウ……」

「「（しゅー）」」

　走っている途と中ちゆうで目を覚ましたピヨ四し神じんは、背後から近づく篠原勇輝に気づき、小さな声で鳴いて蒼司朗を見上げた。




　最終電車が出て、駅の照明が消えた。人通りのなくなった駅前は外がい灯とうも消えて、一気に暗くらくなる。

　今夜は、『帝都電力の緊急設備点検』というお知らせをして、帝都城下を夜間計画停電状態にした。昼ちゆう夜やを問わず出しゆつ没ぼつする魔物であっても、暗くら闇やみのほうが活動しやすい。より簡単に誘おびきだせるはずだ。




「ミギュ……」

「キュ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は蒼司朗にくっついたまま、怪け訝げんな様子で、ぴくぴくと耳を動かした。

　まるで、人には聞こえない音の出所を探さぐっているかのように。




「────おい、望……」

　記き憶おくにリセットがかかることに気づいて、篠原勇輝は苛いら々いらしく舌打ちし、呼びかけ直す。

「蒼司朗……！」

　手を伸ばし、篠原勇輝が背後から摑つかんだ肩かたは、小さく震ふるえていた。




「……清ちゃんじゃ、なかった……。清ちゃんが、どこにもいない……」




　必死で蒼司朗が追いかけたのは、背せ格かつ好こうのよく似た別人だった。

　背を向けたまま俯うつむいて呟つぶやいた蒼司朗の声は弱々しく、摑んだ肩の細さに、ぎゅっと篠原勇輝の胸むねが痛くなる。

「蒼司────」




　ヒュ……！

　───ヒュ！

　ヒュ！　……




　闇に沈しずむ帝都城下のあちこちで、小さな花火が上がった音がした。

　と、同時に篠原勇輝は、ちりっと産うぶ毛げが逆さか立だつような感覚に襲おそわれる。

　神官による結けつ界かいが、帝都城下に張られた────！




（出たか！）

「蒼司朗、お前の従い兄と弟このことはまた後だ！　俺も一緒に捜さがしてやるから、泣いてんじゃねぇよ！」




　蒼司朗の手を摑み、魔物を追いこむ予定になっている場所へと向かおうとした篠原勇輝の前に、ずいっと大おお柄がらな人影が立ちはだかった。ぎょっとして足を止めた篠原勇輝は、反はん射しや的てきにピヨ四神を連れている蒼司朗を背後に庇かばい、身構える。




「蒼司朗センパイ！」




　大柄な人影から聞き覚えのある声がして、篠原勇輝は膝ひざから力が抜けそうになった。

　前方に現れた、砂の国から来た外国人らしい三つの人影を見て、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

「望ぼう威い……」

「お前ら、どうしてここに？」

　協力は断ったはずだと睨にらむ篠原勇輝へ、入いり谷やは説明する。

「帝都の外からお車で来店されたお客様をお見送りするために、たまたま大通りまで出ておりまして」

　篠原勇輝と蒼司朗たちが今いる場所は、望威の宝石店がある帝都南地区の繁はん華か街がいに近い。

「王子ガ走りだしタ故ゆえ」

　幼おさない子供の目でピヨ四神の姿が見える那な智ちは、蒼司朗にくっついているピヨ四神が、落ちつきなく周囲を気にしている様子に気づいて、眉まゆを顰ひそめる。

（何カ、聞こえン？）

　耳をぴくぴくさせているピヨ四神は、さっきからずっと、もぞもぞと身じろぎしているのだが、余裕のない表情の蒼司朗はそれに気づかない。霊れい力りよくのある篠原勇輝は、背を向けているせいで、ピヨ四神の様子が見えていない。

「蒼司朗センパイの涙ノ匂においがしたヨ！」

　望威の言葉を聞き、篠原勇輝はげんなりする。

（水の少ない国で生まれ育ったっても、そんなピンポイントの水の匂いなんざ、嗅かぎつけなくてもいいだろが……！）

「誰に苛いじメられたですカ!?」

「もういい！　お前ら、さっさと帰」




　キイィッ！




　深夜の帝都城下に響ひびき渡った異い形ぎようのモノの声を聞き、びくっと蒼司朗たちの身体からだに震えが走る。哭ないたのは、蟲むしとは違う、もっと禍まが々まがしいモノだ────！




　血けつ相そうを変え、ばたばたと走ってゆく白虎神社の神官を、篠原勇輝は見つける。

「浅あさ間ま神官！　どうした!?」

「勇輝様！」

　呼び止められた浅間神官は、悲ひ愴そうな顔で篠原勇輝へ報告する。

「外灯が消えた後、あちこちから出てきたネズミが大きな蛾がの魔物に襲われて……！　蛾の魔物が次々に巨大化しています！」




　人ひと気けのなくなった駅や街を、我わが物顔でネズミが走り回るのは、深夜によく見られる光景だ。しかし、ネズミは気配に敏びん感かんだ。魔物がいるような場所へ、のこのこ出て行くなんて、普通では考えられない。

　しかもそのネズミたちは皆みな、身体からだのどこかに怪け我がをしていた。命に関わるような大怪我ではないが、血が止まらないようだ。

　点々と滴したたり落ちている血は、ネズミがどこへ逃にげようとも、居場所を知らせる目印になる。ネズミは自分の血で、捕ほ食しよく者しやを誘っている。




　帝都城下に何百体いるのかしれない魔物へ血を供きよう給きゆうするため、ネズミは自分から魔物に近づいていくようだ。襲われるネズミを見て、むっと小お此この木ぎ神官長は眉を顰める。

「……ネズミの血の中に蟲が寄生していますね」




　一部の蟲の中には、寄生虫の性質を持つモノがいる。この蟲は、カタツムリを日向ひなたに追いやって鳥に食べさせ、鳥に寄生するロイコクロリディウムという寄生虫のように、ネズミなどの小動物を中間宿やど主ぬしにして、その脳のうをコントロールし、もっと大きなモノに食べさせることで、大きなモノに寄生する。

　蟲は集まることで、大きな一個体となる。蟲に寄生されたモノは、中ちゆう毒どく性せいのある食物を摂せつ取しゆするように、蟲に寄生された小動物の血を取りこみ続ける。

　これが帝都の猫ねこや犬ならば、異様な行動を取っているところを飼かい主ぬしに見つかり、寄生している蟲を駆く除じよされるのだろうが、魔物ではそうはいかない。




　蟲の寄生した血を吸い続け、巨大化していったモノは、魔物と蟲、両方の特性を持つ変種となる────！




　小此木神官長は四神の戦士に式を飛ばし、神官たちに命めいじた。

「祝詞のりとを！　巨大化しないうちに、退治しなくては！」

　風を切るように投じられた小此木神官長の玉たま串ぐしが、大型犬ほどの大きさになったモスマンに鋭するどく突き刺ささる。

「キイッ！」

　玉串の刺さったモスマンは、風船が破は裂れつするように弾はじけ、黒い塵ちりと化して消えた。




　式を受け取った四神の戦士たちは、それぞれがいる場所で四神変化を行う。

「蒼司朗！　お前もだ！」

　篠原勇輝は身につけていた血ち染ぞめの布を捨てて、四神変化し、蒼司朗へ怒ど鳴なった。




（オレ……）

　目の前で四神変化した篠原勇輝を見つめ、現実感なく蒼司朗は瞬く。蟲がいる場所で、穢れをいつまでも身につけていてはいけないので、篠原勇輝と同じく、蒼司朗はベルトにつけていた血染めの布を事務的に取り去る。

　今ここでやらなければならないことはわかっているのに、心がついていかない。

「ミギャギャ！」

「キュウー！」

「ピピチュン！」

「「（しゃー！）」」

　一緒にいるピヨ四神が騒さわいでいる声が、蒼司朗には遠く聞こえる。




「チ、チチッ！」

　道の端はしの側そつ溝こうから出てきたネズミが、蒼司朗へ飛びかかった。

「避よけヨ！」

　果か敢かんに立ちはだかった那な智ちが、小さな身体で蒼司朗を庇い、斜ななめがけしていた鞄かばんを振り回してネズミを叩たたき落とした。

「那智！」

「那智くん、君は前に出ないでください……！」

　すかさず望威と入谷が、蒼司朗と那智を背で庇う。

　知能はどうであれ、今の那智は幼よう児じの身体だ。背が低いために、下から来る攻撃に気づくのは早いかもしれないが、王子の教育係であり、もともとが知性派なので、戦いにはまったく向いていない。




「高たか天まの原はら爾に　神かむ留づまり坐ま須す　皇すめら賀が親むつ　神かむ漏ろ岐ぎ　神かむ漏ろ美み乃の　命みこと以も知ち氐て　八や百ほ萬よろづの神かみ等たち乎を　神かむ集つど閉へ爾に集つどへ賜たま比ひ　神かむ議はか里り爾に議はかり賜たま比ひ氐て　我あ賀が　皇すめ御み孫まの命みこと波は　豊よ葦あし原はらの水みづ穂ほの國くに乎を　安やす國くに登と　平たひら介け久く　知しろし食め世せ登と　事こと依よさし奉まつ里り伎き　此か久く　依よさし奉まつ里り志し　────」




　鈴の音ねとともに、厳おごそかに祝詞が唱となえられる。闇の支配する帝都城下から、穢けがれが祓はらい清められてゆく────。




「朱す雀ざく炎えん舞ぶ！　劫ごう火か招しよう来らい！」

　真しん紅くの翼つばさで軽かろやかに宙を舞まい飛び、朱雀の鎧よろいを纏まとった芙ふ蓉よう薫かおる子こは、羽は根ね扇おうぎで紅ぐ蓮れんの炎を扇あおぎだす。穢れを焼き尽つくす紅蓮の炎に包まれた、牛ほどの大きさの魔物は、しかし燃え落ちることはない。

（えっ!?）

「キイッ！」

　炎に包まれながらも、朱雀の戦士に襲いかかった魔物へ、白銀の光が疾はしる。

「ル子先輩っ！」

　白虎の戦士の鋭い鉤かぎ爪づめが、紅蓮の炎を纏う魔物の腹部を抉えぐった。

「白虎刻こつ抉けつ、毒どつ禍か爪そう爛らん！」

　斬きりつけられた魔物の身体が、燃えながら膿うみに塗まみれて崩くずれ落ちる。

「キィ、キキッ……！」

　もがいて蠢うごめく魔物に、白虎の戦士は止とどめの一いち撃げきをお見舞いする。

「白虎乱らん砕さい、断だん骸がい絶ぜつ敵てき！」

　粉こな微み塵じんになってようやく、魔物は燃え崩れて消えた。

　朱雀の戦士である芙蓉薫子は、消えゆく魔物を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「……こんな────！」

　幻げん獣じゆうでない、穢れた『魔』に属するものが、一撃で祓い清められないなどということは、これまでになかった────。




（奏かなで！　蔵くら田た先輩！）

　四神の戦士最速を誇ほこる白虎の戦士である篠原勇輝は、苦戦を強しいられている四神の戦士をフォローするため、白銀の光となって疾る。




　唱えられている祝詞に何ら変わりはなく、自じ慢まんの精せい鋭えいを集めているはずなのに、四神神社の神官と帝都神社の神官の祓いの力に、明らかな差異がある。

（なぜ、こんなことに!?）

　魔物を祓い清めながら、小此木神官長は眉を顰める。

　帝都神社の神官が一人で倒せる、猫ほどの大きさの魔物に、四神神社の神官は六人がかりでも苦戦している。




「蒼司朗センパイ、戦わないナラ、ボクの店ヘ！」

　自じ宅たく兼けん店てん舗ぽとなっている物件の多い繁華街の建物も、神官による結界で保ほ護ごされ、魔物の侵しん入にゆうを阻そ止しするように処置されている。そしてそれに加えて、望威の宝石店は『不ふ思し議ぎの色石』の力で守られている。集団を嫌きらう魔物なので、四人で一ひと塊かたまりになって移動すれば、襲われる確かく率りつは低くなる。

　およそ現実とは思えない、特とく撮さつ映画のような光景の前で立ち尽くす蒼司朗の手を、望威が摑む。小柄な少年の身体は、いつでも攫さらっていけそうなほど、細くて軽い。乱らん暴ぼうに扱あつかえば壊こわれてしまいそうな気がして、望威は強く引っ張れない。

　猫ほどの大きさの魔物に顔面を襲しゆう撃げきされ、蒼司朗たちのいる路ろ地じに入りこんだ白虎神社の神官が、望威に引かれるままに、数歩動いた蒼司朗の近くで、足をもつれさせて転んだ。今倒れた神官を、蒼司朗は知っている。

（……吉よし岡おか神官……）

　御ご前ぜん試じ合あいで、一緒に戦った────。




「うわぁあぁっ！」

　魔物に襲われた吉岡神官の二の腕うでから、真まっ赤かな血がしぶいた。




「ミッ！」

「キュッ！」

「ピ！」

「「（しゅー！）」」

　吉岡神官の悲鳴に怯おびえて、ピヨ四神が身を小さくして蒼司朗の衣服や髪かみの中に隠かくれた。ぷるぷると震ふるえる小さな温ぬくもりは、この帝都を治める、帝みかどを守しゆ護ごする神様だ。

（オレ、は……）




　とても小さくて可か愛わいらしいけれど、優しくて、強い神様を育てたかった────！




　蒼司朗は、望威の手を振り払う。

「蒼司朗センパイ!?」

　仰ぎよう天てんする望威たちを、下がるよう手で制し、蒼司朗は枝えだ打うち斧おのの刃やいばに掛けていた袋を取り去る。




「お庭番、望月蒼司朗！　────参る！」




　鮮あざやかに空を薙ないだ枝打ち斧の刃が、吉岡神官を襲っていた魔物を、一撃で分断した。斬り飛ばされた魔物は、黒い塵となって弾けて消える。




「────望月、様……」

　一撃で魔物を祓い去った少年を、吉岡神官は見つめる。

「止血を！　血の臭においは魔物を呼びます！」

「は、はい……！」

　吉岡神官は急いでハンカチで血を拭ぬぐい、『帝都のよく効きく薬』を塗ぬる。この一塗りで止血は完了だ。




「────ミギュ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　円つぶらな瞳ひとみに見つめられ、蒼司朗は頷うなずく。

「守ろう、帝都を」

　天の戦士の力で、浄じよう化かして魔物を祓い去る。




「お庭番、望月蒼司朗、参る！」




　帝都西地区のあたりで虹にじ色いろの光が弾けたことに、油断なく続けざまに魔物を祓い清めながらも、小此木神官長や四神の戦士たちは気づいた。

（あの馬鹿チビ、四神変化したのか）

　白虎の戦士として魔物を祓いながら、篠原勇輝はほっと安あん堵どする。




「四神演えん武ぶ────」




　真紅の翼を広げて帝都を見下ろし、蒼司朗は大きく戦いくさ斧おのを振るう。

　この一いつ閃せんは、帝都の穢れを祓うもの。幸せを願う、絶対の守護。




「来らい楽らつく！」




　蒼司朗の戦斧から放たれた虹色の軌き跡せきが、帝都の隅すみ々ずみにまで広がり、穢れた血を求める魔物を祓い清めた。

　芳かぐわしい香りを放つ、小さな花と化した魔物が、帝都城下に静かに降り落ちる────。




（蒼司朗センパイ……）

　緩ゆるやかに紅くれないの翼を散らしながら地に下り立つ蒼司朗を追い、望威は帝都大通りへと走る。

『蟲むし呼よびの夜』のように、神官たちは帝都大通りへ集結する。

　結界が解とかれ、結界の外に待機して、見守ることしかできなかった帝都警けい察さつと公儀隠密は、協力できる事後処理を行うため奔ほん走そうする。




「各神社は、負傷者の報告を！」

　命じて、小此木神官長は眉を顰める。

　予想していた以上に、大きな被ひ害がいが出ていることは、一見してわかる。




　空から下り立つ蒼司朗を、一足早く到とう着ちやくした篠原勇輝が待ち受けた。

（よし、帰ってこい）

　手を伸ばした篠原勇輝は、蒼司朗の手を捕つかまえる。蒼司朗を浮かべていた残りの羽根が一気に散り、四神変化を解いた蒼司朗は、憔しよう悴すいした様子で篠原勇輝へ向かって倒れこんだ。

「馬鹿チビ」

「……ぅるせー……」

　掠かすれ声だが、減らず口が返ってきて、篠原勇輝はほっとする。




「────お、小此木様っ……！」

　負傷者の報告に来た青せい龍りゆう神社の坂さか口ぐち神官が、驚きよう愕がくしながら空を見上げた。小此木神官長とその近くにいた者は、坂口神官の視線を追って、ぎょっとする。




　帝都大通りの、灯りの消えた外灯の上────。

　空を踏ふんで、冷たい瞳で眼下を見下ろす、一人の若い男性がいる。背を照らす月が、彼の纏う服を深い緑だと知らせる。

（どうしてこんな近くに来るまで気づかなかった!?）

　小此木神官長は息を吞のむ。

　男性から放たれている気は、とてつもなく禍まが々まがしい。




　実物を見るのは初めてだが、幼おさないころから聞いていた話で、望威は知っている。

　人に非あらざる力を持って、禍々しい気を放ち、緑の服を纏い、弓矢を携たずさえるもの。

「────魔ま界かい侯こう爵しやくレラジエ……」

　ソロモン王によって封ふう印いんされた、七十二柱ちゆうの魔神の一人────！




　篠原勇輝に支えられて、皆みなの視線を追った蒼司朗は、ゆっくりと目を瞬く。

「……清ちゃん────」



















　捜し回っても見つからなかった、蒼司朗のただ一人の従兄弟は、確かにそこにいた。











了
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　現若様が蟲むしの穢けがれを敏びん感かんに感じ取る体質であるため、帝都神社は以前よりも帝都城への連絡を密みつにしている。自分が神官の手を煩わずらわせているのだと若様が気にしてはいけないので、帝都城と帝都神社の連絡係を引き受けているのは、公こう儀ぎ隠おん密みつ候こう補ほ生せいだ。




「ちぃーっす」

　ちょっと帝都神社にお参りして、御お神み籤くじでも引きに来たような気軽い様子で、公儀隠密候補生の柳生やぎゆう藤ふじ丸まるは、社しや務む所しよに顔を出した。

「こんにちは、藤丸さん」

　売店の奥で土産みやげ菓が子しの在庫を確認していた鈴すず宮みや神官は、受け付けまで出て、柳生藤丸を迎むかえる。柳生藤丸は、鈴宮神官に会え釈しやくした。

「定期っす。特に変わったことはありません。持ってくモンありますか？」

「では、こちら、新しいものができましたので、お届けください」

　鈴宮神官は、受け付けカウンターの中に置いていた、詰め替え用お得サイズのガラス瓶びんに入ったものを、柳生藤丸の前に出す。




　帝都神社から帝都城へ持っていってもらうのは、『帝都のよく効きく薬』だ。

『帝都のよく効く薬』は、帝都だけに出しゆつ没ぼつする蟲を加工した薬だ。猛もう毒どくであっても、使い方次し第だいでは素す晴ばらしい薬となるように、穢れを祓はらった蟲の死し骸がいは、傷や病やまいに特別によく効く、とても良質な薬を作ることができる。




　ガラス瓶は公儀隠密候補生へ運うん搬ぱんが任されている、いつもの見慣れたものなのだが。

「へー、今度のは赤なんですか。何か、ジャムみたいで、美う味まそうっスね」

　瓶に入っているものは、透すきとおる綺き麗れいな深い赤色で、瓶に薬であることを示すいつものラベルがなかったら、赤い果実のジャムと間違えそうだ。

　小さく口くち笛ぶえを吹いた柳生藤丸に、鈴宮神官は笑う。

「いつものように、このまま塗ぬり薬として使っても、水で薄めて飲み薬にしてもいいですが、ジャムとして召めしあがっても、美味しいと思いますよ」

　冗じよう談だんを言ったつもりだった柳生藤丸は、目を丸くする。

「え？　マジ？」

「はい。桑くわの実ですから」

　一いつ瞬しゆん、きょとんとしてから、柳生藤丸は合が点てんした。

「あぁ！　あの『石の卵』のときの、アレっスか！」




　蒼そう司し朗ろうが帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんした後のち、『蟲むし呼よびの夜』や突発事じ態たいで浄じよう化かされた蟲は、天の戦士による浄化で花や植物などに姿を変えている。『石の卵』の騒そう動どうがあったときの蟲は、桑の実になった。

　回収しても、加工にはいくらか時間がかかるので、出しゆつ荷かできるのが今になったのだ。




「舐なめると甘いのに、べたつかず、さらっと使えるのは、これがただの桑の実じゃないからなんでしょうね。通常のものは、次に持っていっていただきますので」

「うぃーっす」

　返事はいい加減だが、柳生藤丸は斜ななめがけしていた鞄かばんから真っ白なタオルを取りだすと、手て際ぎわよくガラス瓶を包み、丁てい寧ねいな手つきでそっと鞄に入れた。

　柳生藤丸が鞄にガラス瓶を入れる姿に、鈴宮神官は思わずくすっと笑えみを零こぼした。

「？　何っスか？」

　怪け訝げんな顔をされて、鈴宮神官は慌あわてる。

「あ、すみません……！　お店の方みたいに、とても丁寧なお仕事をされて、ステキだなと思いまして。すごいですね、藤丸さん」




　見た目や態度がチンピラ系なので、柳生藤丸は怖がって敬遠されたり、機き嫌げんを取ろうとおだてられたりすることがある。だが、去年、帝都神社の新人神官になった鈴宮神官は、いかにも生まれ育ちのいい田舎いなか育ちのお坊ぼつちゃんという、おっとりとした青年で、人の顔色を見てうまく立ち回ろうと考えるようなタイプではない。面と向かって、素す直なおな賛さん辞じをもらった柳生藤丸は、照れて少し居い心地ごこち悪そうに視線を泳がせる。

「いや、別に、公儀隠密としちゃ、こんなの全然普通だし……！」




　柳生藤丸はまだ大学生で、候補生だが、気持ちはしっかり公儀隠密だ。

　監かん視し対たい象しようが頻ひん繁ぱんに通る場所にある店で、店員として働くなんて、よくあることだ。だから柳生藤丸はどんな形のものでも、綺き麗れいに手早く包める。

「公儀隠密の方たちって、いえ、藤丸さんたち候補生の方たちも、皆みなさん器き用ようで、何をするのもとてもお上手じようずですね」

「まぁ、子供のころから、色々させられてるからな」

　公儀隠密は、任務によってはどこにでも潜せん入にゆうする。候補生でも、柳生本家の子供である柳生藤丸たちは、より厳きびしく躾しつけられ、様々な特技や技能を身につけていた。




「鈴宮神官も、帝都神社に来て、色々させられたっしょ？」

　にいと柳生藤丸が悪戯いたずらっぽく笑い、鈴宮神官も笑う。

「そうですね。神官なのに、帝都青年団の団員になりました」

　石の卵を捜そう索さくするための偽ぎ装そう清せい掃そう活動だが、本気でゴミ拾いを行った。

「行事もあれこれ多いしなぁ」

「四し神じん神社対たい抗こうの御ご前ぜん試じ合あいに出場するなんて、思ってもみませんでした。帝都の神官って、体力勝負なんですね」




　神に仕つかえる者であることは、他の場所にある神社の神官と同じだが、国内で唯ゆい一いつ、蟲のいる帝都に必要なのは『戦う神官』なのだ。体力もだが、神官としての実力がなければ、とてもではないが勤つとまらない。




「帝都の神官って、けっこうキツイよなー」

「そうですね」

　鈴宮神官は柳生藤丸の言葉に賛さん同どうし、にこにこと頷うなずく。

「採さい用ようされても、やめて田舎に帰っちまう連中も多いんだけどさ、鈴宮神官はここでうまくやってけると思うぜ。できるだけ長く、帝都神社にいてほしいよ」

　性格は穏おだやかで、喧けん嘩かや争いには縁えん遠どおいように見えるが、鈴宮神官はとても優ゆう秀しゆうな神官だ。だが優秀だからこそ、鈴宮神官は郷きよう里りに戻らなければならない、そんな日がくるだろうと、柳生藤丸には想像できる。




　新人神官である鈴宮神官は、帝都城奥庭のお庭番として帝都神社の神官の一人となった蒼司朗にとって、一番近い先輩だ。鈴宮神官は新人なので、まだわからないことも多く、慣れないことだらけだが、そういう人がいてくれたほうが、蒼司朗は気が楽だ。よく気がつき、思いやりがあって優しい鈴宮神官なら、蒼司朗のちょっとしたことも、きっと見み逃のがさないだろう。




「できるだけ長く、望もち月づき様の近くにいて、支えてやってほしいよ」

　まだ手のかかる、放っておけない弟を思うように、柳生藤丸の声は優しい。胸むねの奥に、ぽわりと温かいものが宿るような、そんな気がして、鈴宮神官は微笑ほほえむ。

「はい。藤丸さんのご期待に添えますよう、尽じん力りよくいたします」

　と、言ってはみたものの。

「わたしより、望月様のほうが、ずっと頼もしくなりそうですけれど」

「芸げい達たつ者しやにも、なりそうだよなぁ！　何か、生活力ありそうっつーか」




　奥庭の四神様に選ばれたからと、拒きよ否ひ権けんもないままにお庭番に就任し、庭仕事を行いながら、奥庭の四神様と四神変化して天の戦士として蟲を浄化し、神官候補生として、神官の資格を取るために勉強と修行をする。

　小さくなった奥庭の四神様のお世話は、可か愛わいいけれど、大きな責任がかかって大変だ。小さいものに好かれる性分なのか、大だい英えい皇こう国こくから来た幼おさないお姫様のお気に入りでもあった。

　高校での勉強もきちんとやって進級し、見習い庭師としての修業を怠おこたらず、望もち月づき造ぞう園えんの一人として、縁えん日にちの屋台で焼きそばも焼いている。

　御前試合や追つい儺なの鬼おに舞まい、更こう衣いの祓はらいの武ぶ闘とうの舞まい、いくつもの大役を見事に果はたしているのを、帝都の皆は見てきた。




「望月様ががんばってると、俺も負けてらんねぇなって思うんだよな」

　いつでも全力、真まっ直すぐに突き進む蒼司朗の活かつ躍やくは、爽そう快かいだ。

「若様も明るくなられて、すげーいい感じだし」

「はい。わたしは帝都神社の神官になって、まだ一年と少しですが、わかります」

　天の戦士による蟲の浄化が、若様の体調をよくしているせいなのだろうが、以前よりも若様が明るくなったと、皆思っている。

「全部、望月様が帝都に来てからだ。帝都は変わるぜ。いい方向にさ」

　見た目も美味しそうな『帝都のよく効く薬』を持って、柳生藤丸は楽しい気分で帝都城に向かう。




　学年一小こ柄がらな少年は、多くの人に期待され、今日も懸けん命めいにがんばっている。





二○一六年一月十五日　流ながれ　星せい香か　　愛され体質は面倒も多いんです♡
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９月28日生まれＢ型。梅花女子大学教授。

大阪生まれ大阪育ちの大阪在住大阪人。お祭騒ぎ大好きな明るく正しい子供の味方である♡　戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表、西洋風現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富。お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子から元気をたくさんもらっている♡
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愛知県在住

大型犬にモフモフされたい願望がずっとあるんですが、小型犬と小さい世界作るのもいいなとか思い始めてます。お庭番にジワジワ影響されてる感あります。
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お庭にわ番ばん望もち月づき蒼そう司し朗ろう参まいる！




勿忘草わすれなぐさと止とまった時と計けい
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